
（1）視聴者サービス活動の実施にあたって
08年度は，以下の項目を重点的な柱として，視

聴者サービス活動を積極的に推進した。

【08年度視聴者サービス活動の重点実施事項】

1．受信料の増収確保と公平負担徹底に向けた契

約収納活動の強化

2．効率的な契約収納体制の構築と契約収納費の

削減

3．CS（視聴者満足）向上活動の一層の推進

4．若い世代との結びつきの強化

5．公共放送の理解促進と情報公開の一層の推進

6．人材育成の取り組み強化

（2）お客さまの満足を向上するために
視聴者のみなさまとのコミュニケーションを大

切にし，みなさまの声を事業運営に積極的に反映

することによって，CS（視聴者満足）の向上に

努めた。

CS（視聴者満足）向上のために，会長や各放

送局長を委員長とする「CS向上委員会」を設置

して，番組やサービスの向上に取り組んだ。

委員会では，放送，技術，営業などの各部門の

責任者が，視聴者のみなさまからのご意見・ご要

望を検討し，業務の改善に取り組んでいる。

08年度，本部および全国各放送局の「改善」の

取り組み件数は，1,196件となった。

寄せられたご意見・ご要望の意向反映事例は，

番組やホームページなどを通じて紹介した。

（3）事業活動
「視聴者への理解促進活動」に主眼を置き，視

聴者第一主義に則ったNHKだからこそできる多

彩なイベントを全国各地で展開し，視聴者のみな

さまとのさらなる結びつきの強化を図った。また，

イベント会場で実施している来場者へのアンケー

トでは，イベント満足度80％という高位の数値を

得るとともに，その結果を踏まえ新たなイベント

の企画に生かすPDCAサイクルを推進した。

国内外の優れた芸術や文化を紹介する事業に努

め，「国宝・薬師寺展」「源氏物語の1000年展」な

どの美術展を開催し，日本文化の奥深さを改めて

紹介した。また，“魅惑のバイオリン 魂のコンチ

ェルト”をテーマに，世界一流のオーケストラと

バイオリニストを招聘
へい

し，「NHK音楽祭2008」を

開催，バイオリンコンチェルトの魅力を存分に紹

介した。

公共放送だからこそできる「福祉」「環境」「食

料」「就業」などの地球規模の課題を視聴者に訴

えるキャンペーンを全局的な取り組みで推進した

ほか，未来を担う若い世代を対象としたイベント

サービスや若い世代とともに創るイベントを積極

的に推進した。

こうした活動を通して，1,686万人を超える視

聴者との交流を深めた。

（4）積極的な情報公開の推進と個人情報の適切
な取り扱い

視聴者の信頼回復を図るため，情報公開を積極

的に推進した。07年度決算ではテレビ 5波の10ジ

ャンル別の番組制作費の総額（トータルコスト）

を公表し，09年度予算発表時には10ジャンル別の

編成比率と番組制作費の総額を実績値で公表し

た。

また，経営・事業内容に関するわかりやすい

FAQのインターネットホームページへの掲載，

各放送局等への文書の備え置きによる公表を行っ

ている。08年10月には「平成21～23年度NHK経

営計画」を公表した。（表 1）

さらに，個人情報保護法の趣旨を踏まえ，NH

Kとして，保有する視聴者の個人情報の適切な取

り扱いに努めた。

（5）広報活動
07年度からの懸案となっていた次期経営計画，

職員による株のインサイダー取引問題からの信頼

回復を中心に，NHKに関するさまざまな情報を

発信，多彩な広報活動を展開した。

北京オリンピック放送や「大河ドラマ」『紅白

歌合戦』をはじめとする放送番組のPRに全力を

尽くし，NHKの番組に対する視聴者の高い支

持・評価につなげることができた。

（6）営業活動
08年度の営業活動は，単身世帯等の面接困難世

帯の増加等に加え，経済状況の悪化等の影響によ

り，引き続き厳しい状況にある中，放送受信契約

の維持・増加と受信料の確実な収納に全力で取り

組むとともに，より公平で合理的な受信料体系へ

の改定を行った。

10月に訪問集金の廃止，障害者の受信料免除適

用範囲の拡大を実施し， 2月には事業所契約に関

する特例の導入，同一生計支払に関する特例の拡

大を実施した。受信料体系の改定にあたっては，

視聴者に対して放送などを通じて実施内容の周知

に努めた。このほか， 8月に受信料の契約・収納

業務の公開競争入札を実施し，10月の落札業者の

決定を経て， 2月より業務を開始した。

また，受信料未払い者に対し最後の方法として，

民事手続きによる支払督促の申立てを06年11月に
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行って以来，08年度末までに24都道府県で計407

件の申立てを行った。

契約総数については，年度内に21.9万件（有

料）増加し，08年度末の有料契約と無料契約を合

わせた契約総数は3,662万件となった。

衛星契約については，受信確認メッセージの活

用やケーブルテレビ事業者や電器店等と連携した

活動の展開等により，年度内に52.8万件（有料）

増加し，08年度末の有料契約と無料契約を合わせ

た衛星契約数は，1,387万件となった。

口座振替等については，年度内に267万件増加

し，08年度末の利用件数は3,419万件となり，利

用率は，93.4％となった。

公　表　し　て　い　る　情　報
公　　　表　　　方　　　法

文書の インターネット
放送

官報・新聞
備え置き ホームページ 等への掲載

経営委員会議事録

理事会議事録

平成21年度～23年度NHK経営計画

番組審議会の議事概要・答申（中央・地方・国際）

番組基準（国内・国際）

業務報告書および監事の意見書

決算書（財産目録，貸借対照表及び損益計算書）および監事の意見書

連結決算報告書

日本放送協会定款

予算書（収支予算，事業計画及び資金計画）

収支予算，事業計画，資金計画に関する説明資料

経理規程

役職員の服務準則

役職員の報酬・給与等の支給基準

国会でのNHK予算審議の模様

NHK新放送ガイドライン

放送番組編集の基本計画・放送番組編成計画（国内・国際）

各地方向け地域放送番組編集計画

インターネットサービス基本計画

NHKの情報公開のあり方に関する提言

NHK情報公開基準・NHK情報公開規程

NHK個人情報保護方針・NHK個人情報保護規程

情報公開の実施状況・個人情報開示等の求めへの対応状況

放送受信規約・放送受信料免除基準

業務委託基準・業務委託契約要領

番組制作委託取引に関する自主基準

関連団体運営基準

関連団体の業務監査の結果

関連団体事業活動審査委員会の活動結果

NHKと関連団体との取引

関連団体事業活動審査委員会規程

子会社・関連会社の役員一覧

環境報告書

NHKことしの仕事

デジタル時代のNHK懇談会報告書
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視聴者との対話

1．視聴者との「回路」の充実・強化

（1）“お客さま満足向上”に向けた事業運営
08年度，NHKに電話やメール，手紙などで寄

せられた意向件数は460万件を超えた。番組に対

する問い合わせや意見のほか，時には不祥事や

NHKの事業運営に関しての厳しい指摘もあった。

「すべては視聴者のみなさまのために」を合言

葉に，みなさまからの問い合わせに迅速・ていね

いにお答えするとともに，お寄せいただくご意見，

ご要望を経営資源としてきちんと受け止め，番組

制作や事業活動に反映していかなければならな

い。

みなさまから信頼され，お役に立てるNHKで

あり続けるためには，多様なご要望に迅速にお応

えし，満足していただくことが重要であり，この

活動の繰り返しが“お客さま満足向上”に向けて

の取り組みである。

（2）「NHK視聴者コールセンター（放送）」の
取り組み

「NHK視聴者コールセンター（放送）」では，

関係各部局と連携して，迅速，ていねいな対応を

目指している。寄せられた視聴者の意見，要望は

データベース化し，経営や現場に速やかにフィー

ドバックして番組編成や制作，業務運営に役立て

ている。

「NHK視聴者コールセンター（放送）」では，

視聴者サービスの向上を目指して，土日の着座数

の確保など電話受付の体制を強化した結果，前年

度を応答数で，3万件以上上回ることができたが，

総着信数も増加したため応答率（着信した電話の

うち応答できた割合）は84.9％となり，前年度に

比べ4.1ポイント低下した。一方，年々増加傾向

にあるメールについては，土日の対応や平日の時

間延長など対応を強化した結果， 2日以内の返信

率84％という目標に対し，84.8％の実績を確保し

た。

このほか，「NHK視聴者コールセンター（放

送）」では，お客さま満足の向上を図るため，外
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NHK“約束”評価報告書

NHKコンプライアンス委員会最終答申

NHK視聴者サービス報告書

視聴者対応報告

視聴者の意見・要望の業務への反映事例

お客さまの声・週刊トピックス

全国各放送局の取り組み

NHKふれあいミーティング

「NHK倫理・行動憲章」「行動指針」

「芸能番組制作費不正支出問題」等に関する調査と適正化の取り組みについて

日本放送協会報

放送番組表

放送制度等に関するNHK意見

世論調査結果，調査研究成果

会長・放送総局長会見要旨・資料

報道発表資料

調達に関する情報

NHK年鑑

放送受信契約数統計要覧

データブック世界の放送

月刊「放送研究と調査」

放送技術研究所「研究年報」

隔月刊「NHK技研R＆D」
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部のコンサルタントによる全コミュニケーターを

対象としたスキルアップ研修などを実施した。

（3）放送法改正に伴う視聴者対応
08年 4 月から施行の改正放送法によって，苦情

や要望を含めたすべての意見に迅速かつ適切に対

応し，その対応結果を 3か月に 1回以上経営委員

会に報告することが義務づけられた。

視聴者センターでは，コールセンターや本部各

部局，全国放送局に寄せられた意見・苦情などを

とりまとめて，毎月「視聴者対応報告」を作成，

理事会で審議決定し，経営委員会に報告している。

[視聴者対応報告」は全国の視聴者対応責任者に

届けられるとともにホームページにも掲載し，視

聴者のみなさまも閲覧できるようにしている。

2 ．視聴者意向の収集と活用

（1）「ふれあいミーティング」の開催
NHKの役職員と視聴者が直接ふれあい，NHK

を身近に感じてもらいながら意見交換を行う「ふ

れあいミーティング」は05年にスタートした。

全国各地で実施する公開番組収録の会場や，番

組の上映会，イベントの実施会場，会館見学と連

動するなど，あらゆる機会をとらえてさまざまな

形式で開催した。

「ふれあいミーティング」は，視聴者との結び

つき強化の中心的施策として，本部および全国各

放送局で取り組み，08年度，1,900回開催，参加

者数は 4万3,822人となった。

渋谷の放送センターでは，大河ドラマ『篤姫』

や『ラジオビタミン』などの番組や，12月にスタ

ートした「NHKオンデマンド」をテーマにした

ふれあいミーティングを，参加者をホームページ

で公募して実施した。制作者や責任者と視聴者の

意見交換により，視聴者のニーズや視点を番組や

事業に生かしている。

地域放送局では公開番組やイベント終了後に参

加者に出席を呼びかけたり，取材や中継にご協力

いただいた方に集まっていただいたほか，自治体

や町内会，商店街組合，大学，企業などにお伺い

してご意見をいただいた。

12月には山形局， 2 月には福岡局で，複数の

NHK役員（副会長，放送総局長）が参加して直

接経営方針を説明する「大型ふれあいミーティン

グ」を開催した。この模様は，開催局のニュース

などで紹介した。

（2）「NHKハートプラザ」の活動
本部・全国各放送局・支局には，視聴者のみな

さまに開かれたNHKを目指して，番組や受信料

などNHKに関するご意見やお問い合わせに直接

担当者が対応する窓口として「NHKハートプラ

ザ」を設置している。「ハートプラザ」は，経営

計画や予算・決算書などを取り揃え，NHKの情

報公開の窓口としても機能している。

また，「ハートプラザ」では，地域の文化拠点

となることを目指して，ロビー展やさまざまなイ

ベントも開催した。08年度は，子育てファミリー

を対象にした「デジタルおじゃる丸ランド」「ET

Vであそぼ！」「ななみちゃんランド」「ダーウィ

ンが来た！」「おしりかじり虫着ぐるみ貸し出

し」の 5 つを企画し，「ハートプラザミニ巡回

展」として展開した。全国31の放送局・支局を巡

回，計63回開催した。

08年度の全国の「ハートプラザ」の利用者数

(来局者数）は，283万4,132人であった。

本部の「ハートプラザ」（放送センター 4 階・

正面玄関横）では， 6 人のNHKサービスセンタ

ー職員・スタッフが，来局者や手紙（投書）およ

びFAXの意向把握・集約，情報公開窓口を担当

している。 1日に平均して27人が窓口を訪れ，手

紙（投書）が41通，FAXが43件寄せられている。

（3）意向の集約と活用
電話，メール，手紙，FAX，来局，ふれあい

ミーティングなどで，全国の放送局に寄せられた

08年度の意向件数は460万件を超えた。

2008年度視聴者意向件数（単位　千件）
（※関連団体への意向件数は含まず）

※内容別内訳

※受付方法別内訳

視聴者センター（放送）では，寄せられた視聴

者の声を日報，週報，月報に集約して，イントラ

ネットに掲載することで全国の職員が閲覧できる

ようにして視聴者意向の共有を図ってきた。

各現場では，視聴者意向を番組や業務の改善に

活用するとともに番組編成や計画に反映するよう

に努めている。

①視聴者意向集約日報
視聴者コールセンター（放送）に寄せられた毎

件数 25 1,581 2,328 20 219 436 4,609

％ 0.5% 34.3% 50.5% 0.4% 4.8% 9.5% 100.0%

区分 経営関係 放送関係
受信料

技術関係 受信相談 その他 合計
関係

件数 3,997 110 52 25 300 112 13 4,609

％ 86.7% 2.4% 1.1% 0.5% 6.5% 2.4% 0.3% 100.0%

区分 電話 投書 来局 ファックス インターネット 集金時等
ふれあい

合計
ミーティング
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日の意向を集約して，視聴者対応システムに登録

している。また緊急に対応が必要と判断されるも

のは，速やかに関係部局の視聴者対応責任者や直

接の責任者と連携して対処している。

②視聴者意向集約週報・月報
1 週間ごとの傾向をまとめた週報では，反響が

大きかった番組への主な意見内容，再放送の希望

の理由の分類などを掲載し，番組編成に役立てて

いる。 1か月ごとの傾向をまとめた「月報」は番

組審議会の資料としても活用されている。

③特別集約
視聴者からの反響が集中した番組や大きな反響

が寄せられた案件，NHKの経営にかかわる案件

などについては，そのつど特別な体制で問い合わ

せへの回答と意向集約を行い，関係部局の業務に

役立てている。

④NHK視聴者サービス報告書
全国のNHKが 1 年間にわたって取り組んだ視

聴者との対話や交流活動を『みなさまの声にお応

えして～NHK視聴者サービス報告書2008』とし

てまとめ， 5月に発行した。この報告書は全国の

放送局に寄せられたみなさまからの意向を，各現

場で業務に反映した具体事例などをわかりやすく

まとめたもので，冊子のほかにNHK公開ホーム

ページにも掲載している。

3 ．番組への反響と再放送希望

08年度に寄せられた番組への反響は全国で133

万件を超えた。

番組別では，『NHKニュースおはよう日本』が

4万2,600件で最も多く，次いで『ためしてガッテ

ン』に 3 万7,900件，『NHKスペシャル』に 2 万

7,300件，『生活ほっとモーニング』に 2万6,500件，

{ラジオ深夜便』に 2 万5,700件，『ニュースウオ

ッチ 9 』に 2 万5,300件の意見・問い合わせが寄

せられた。個別番組で最も多かったのは，『第59

回NHK紅白歌合戦』で 2万4,800件だった。

番組への意見・問い合わせのうち，18万件

(13.5％）が再放送への希望だった。上位10番組

では，『ひらけ！魔法の扉～いっしょに歌おう夢

のうた』『第59回NHK紅白歌合戦』『あつまれ！

キッズソング50～スプー・ワンワン　宇宙の旅』

{ためしてガッテン』（低カロリーダイエット

失敗と成功の分岐点），『ためしてガッテン』（医

学で解明！顔若返り），『太王四神記スペシャル』

(ペ・ヨンジュンが語る撮影秘話），『ためしてガ

ッテン』（シリーズ運動で若返り），『NHKスペシ

ャル』（うつ病治療　常識が変わる），『馬場俊英

ライブ～野音でピース！』，『NHKスペシャル～

女と男～最新科学が読み解く性』に対する再放送

の希望が多かった。

再放送を希望する理由としては，「見逃したた

め」が51％と最も多かった。

また，夏のオリンピックとしては20年ぶりのア

ジアでの開催となった北京オリンピックには史上

最多の204の国と地域から 1 万1,000人を超える選

手が参加し， 8月 8日から17日間にわたって熱戦

が繰り広げられた。NHKでは注目競技を生中継

と録画で放送した。「オリンピックを各局で放送

しているが，NHKは冷静で気持ちがよい」「北島

選手の優勝インタビューは，的確な質問で本人の

素直な気持ちを引き出していてとても好感が持て

た」など 2 万2,000件余りの意見・問い合わせが

寄せられた。

イベント事業

Ⅰ．公開番組
（1）地域で実施する全国放送公開番組
08年度は，656本の公開番組を全国各地で実施

した。総合テレビ70本，教育テレビ17本，衛星放

送115本，ラジオ・FM358本の公開番組を地方自

治体などの協力を得ながら実施したのに加え，N

HK大阪ホールで36本，地域放送局スタジオで60

本を実施した。

（2）NHK内，都内外部施設で実施する公開番組
NHKホール，ふれあいホール，505スタジオな

どのNHK施設，およびニッショーホールなど都

内外部施設で公開番組を実施した。

【定時番組】
NHKホールで公開した定時テレビ番組は，『N

HK歌謡コンサート』（36本） 9 万9 , 0 5 9人，

{MUSIC JAPAN』（10本） 2 万8,911人，『ザ少

年倶楽部』（11本） 3万3,027人。

ふれあいホールで公開した定時テレビ番組は，

{渋谷らいぶステージ』（37本）4,070人，『金曜

バラエティー』（45本）8,789人，『BSななみDEど

ーも！』（23本）4,894人，『笑たいむ2008』（32

本）3,605人，『お好み寄席』（37本）4,407人，『最

新ヒット ウエンズデー J-POP』（39本）9,267人，

{爆笑オンエアバトル』（32本）7,081人ほか。定

時ラジオ・FM番組は『セッション2008／2009』

(34本）7,936人，『新・話の泉』（22本）3,133人。

放送センター505スタジオで公開したラジオ・

FM番組は『真打ち競演』（ 5 本）519人，『セッ
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ション2008』（ 1本）140人。

【主な特集番組】
{BS永遠の音楽～アニメ主題歌大全集』

4月24日　NHKホール　2,552人。

{N響オンステージ』

4月26日　NHKホール　3,318人。

{朗読の世界へようこそ！』

4月29日　ふれあいホール　253人。

{Pop Up Japan』

5 月 4 日　ふれあいホール　①167人，②130人，

③108人。

{週刊こどもニューススペシャル』

6月 7日　ふれあいホール　347人。

{科学者ライブ』

6月 7日　ふれあいホール　432人。

{難問解決！ご近所の底力スペシャル』

6月 8日　ふれあいホール　282人。

{ミニミニ映像大賞』

6月 8日　ふれあいホール　185人。

{東京カワイイ★TV』

6月 8日　ふれあいホール　178人。

{ABU未来への航海　環境トーク』

6月28日　ふれあいホール　167人。

{BS永遠の音楽～フォークソング大全集』

7月17日　NHKホール　3,181人。

{ザ・ケーシー・SHOW～真夏編～』

7月24日　ふれあいホール　240人。

{NHK東西浪曲大会』

7月25日　ニッショーホール　456人。

{第38回NHK講談大会』

7月26日　ニッショーホール　540人。

{今日からマ王！大研究！ 3』

7月26日　ふれあいホール　①222人，②217人。

{Pop Up Japan』

7 月27日 ふれあいホール　①120人，②141人，

③119人。

{天才てれびくんMAXスペシャル』

8月 2日　NHKホール　①2,849人，②2,863人。

{第40回思い出のメロディー』

8月 9日　NHKホール　2,922人。

{ライブビート』

8月15日　ふれあいホール　181人。

{ケータイ大喜利スペシャル』

8月16日 ふれあいホール　203人。

{BS永遠の音楽～叙情歌大全集』

9月18日　NHKホール　2,725人。

{新人演芸大賞』

10月18日　ふれあいホール　演芸236人，落語

209人。

{健康スペシャル2008』

10月19日　ふれあいホール　127人。

{華麗なる銀盤の軌跡～NHK杯フィギュア30年』

11月15日　ふれあいホール　225人。

{第 6回ミニミニ映像大賞　グランプリ発表！』

11月16日　ふれあいホール　92人。

{Pop Up Japan』

11月30日 ふれあいホール ①87人，②110人，

③170人。

{アキラさんの音楽ドレミ塾』

12月23日　ふれあいホール　229人。

{ザ・ケーシーSHOW～新春編～』

12月25日　ふれあいホール　252人。

{新春にっぽん民謡列島2009』

12月27日 ふれあいホール　239人。

{第59回NHK紅白歌合戦』

12月31日　NHKホール　2,738人。

{天才てれびくんMAX～新春歌合戦inふれあい

ホール～』

1月 8日　ふれあいホール　188人。

{BS永遠の音楽～グループサウンズ大全集』

1月22日　NHKホール　2,485人。

{NHK介護百人一首』

2月14日　ふれあいホール　178人。

{家族で選ぶにっぽんの歌』

3月 5日　NHKホール　2,796人。

{にっぽんの歌ふるさとの歌コンサート』

3月 7日　NHKホール　2,792人。

{NHKのど自慢チャンピオン大会』

3月14日　NHKホール　3,094人。

1 ．NHKハート・プロジェクト

すべての人がともに生きる社会を目指して，N

HKの福祉番組やイベントを取りまとめ，福祉キ

ャンペーン「NHKハート・プロジェクト」とし

て05年度から展開。公共放送だからこそ可能な福

祉への取り組みを総合的にPRした。

（1）認知症キャンペーン
認知症に対する正しい知識と理解を広げるため

に，「あきらめない～最新医療と社会の支え」と

題した認知症フォーラムを全国 5会場で実施。総

入場者数は3,102人

Ⅱ．公共放送ならではの
Ⅱ．イベント・キャンペーン
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（2）NHK歳末たすけあい・NHK海外たすけあ
い

12月 1 日から12月25日まで中央共同募金会（歳

末たすけあい），日本赤十字社（海外たすけあい），

NHK厚生文化事業団との共催で実施した。義援

金の受け付けは，全国のNHK各放送局，郵便局，

取り扱い標示のある金融機関・JA（農協）・JF

(漁協），共同募金会，日本赤十字社など。

歳末たすけあいの義援金は， 8 万2,440件， 8

億3,037万円で，各共同募金会を通じて国内の援

助を必要とする方々に配分される。海外たすけあ

いの義援金は， 7 万9,079件， 9 億4,882万円で，

日本赤十字社を通じて世界各地の紛争や自然災害

などに苦しむ人々のために使われる。

また，NHK海外たすけあいキャンペーンの一

環として10月25日に日本赤十字看護大学で「赤十

字シンポジウム2008」を開催した。

（3）災害たすけあい
国内外で発生した非常災害に応じて日本赤十字

社などと連携しながら合わせて 7 件（このうち 1

件は07年度からの継続）の災害たすけあいを実施

した。

国内では①「新潟県中越沖地震義援金」（07年

7 月18日～09年 1 月16日），②「岩手・宮城内陸

地震災害義援金」（ 6月17日～ 8月31日），③「金

沢豪雨災害義援金」（ 8 月 1 日～09年 1 月30日），

④「富山県 7 月大雨災害義援金」（ 8 月 1 日～ 9

月30日），⑤「8.28愛知県集中豪雨災害義援金」

( 9 月 3 日～10月 2 日）。

国外では①「ミャンマーサイクロン災害救援

金」（ 5月 9日～ 7月10日），②「中国大地震救援

金」（ 5月14日～ 7月10日）を実施した。

（4）第13回NHKハート展
障害のある人が日常の生活の中で感じたことを

つづった「詩」に，各界で活躍中のアーティス

ト・著名人がその詩のイメージをハートをモチー

フに表現した絵などを組み合わせた展覧会で，94

年から開催している。第13回は4,598編の詩の応

募があった。展覧会は全国13会場で実施。入場者

数は 8万3,483人。

（5）NHKハート・フォーラム
福祉番組の公開放送やさまざまなテーマのフォ

ーラムを以下の 8つのジャンルに分けて全国で40

回実施した。総入場者数34万5,860人。

主催：各開催地のNHK放送局，NHK厚生文化

事業団，開催地の自治体ほか。

①「NHK福祉ネットワーク・公開すこやか長

寿」（教育テレビの公開放送）

10回実施。入場者数3,428人。

②「鎌田實　いのちの対話」（ラジオ第 1 の公開

生放送）

4回実施。入場者数3,189人

③「高齢者福祉」

3回実施。入場者数730人

④「認知症」

5回実施。入場者数2,424人

⑤「ボランティア」

2回実施。入場者数865人

⑥「障害者福祉」

3回実施。入場者数1,850人

⑦「発達障害」

8回実施。入場者数2,849人

⑧「新しい福祉」

5回実施。入場者数33万524人

（6）NHKハート・スポーツ・フェスタ
障害のある人もない人もスポーツを通して交流

を深め，心のバリアフリーを進めるためのイベン

トとして01年から実施している。

08年は札幌市ほか全国 5か所でカーリングや車

いすバスケットボールなどの競技を実施し3,133

人の参加があった。

主催：NHK，NHK厚生文化事業団

共催：財団法人日本障害者スポーツ協会

（7）NHK介護百人一首
教育『福祉ネットワーク』では，介護の日々を

詠んだ介護短歌を紹介してきたが，「歌を詠むこ

とで気持ちが癒やされた」「悩んでいたのは自分

だけでなかった」といった声が寄せられてきた。

この反響に応え，介護する人，される人から介護

にかかわる短歌を広く募ったところ，7,459首も

の応募が寄せられ，NHK介護百人一首を選定し

た。

・『福祉ネットワーク～介護百人一首』の公開収

録をNHKふれあいホールで実施。186人が参加。

・100首を収めた冊子を発行

・「介護百人一首パネル展」を各局ロビー等で開

催

（8）第43回NHK障害福祉賞
障害のある人自身の体験記録や障害児・者の教

育・福祉の実践記録を募集し優秀作品を表彰し

た。08年度は過去最高の483編の応募があった。

（9）NHK銀の雫文芸賞
「高齢社会をどう生きるか」をテーマにした文

芸作品を募集し優秀作品を表彰した。08年度より

NHKが主催に加わりNHK厚生文化事業団ととも

に実施。応募数は過去最高の983編。
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（10）第42回NHK福祉大相撲
人気力士と歌手の歌くらべや横綱土俵入り，幕

内取り組みなどを楽しんでもらうイベントを09年

2 月11日に国技館で実施した。都内の福祉施設の

みなさん350人を招待するとともに，収益で全国

の福祉施設へ福祉車両「福祉相撲号」を11台贈呈

した。08年度までの贈呈台数は延べ254台に上る。

2 ．公共放送キャンペーン

（1）ふるさとの食　にっぽんの食
01年度より「日本の食文化の伝承」「地産地

消」「食育」をテーマに全国で展開しているキャ

ンペーン「ふるさとの食　にっぽんの食」。JA

全中やJF（漁協）などとNHKが実行委員会を組

んで全国的に推進している。

NHKは全国と地域の実行委員会で構成団体の

一員として役割を果たすほか，局内にNHK食料

プロジェクトを設けてキャンペーンを盛り上げて

いる。

①「ふるさとの食　にっぽんの食」全国フェステ
ィバル
09年 3 月 7 日，8 日に代々木公園とNHK放送セ

ンターで開催し， 5万4,556人の参加があった。

②「ふるさとの食　にっぽんの食」地域フェステ
ィバル
全国61会場で開催し，185万7,634人の参加があ

った。

③「こども農業・漁業体験教室」
全国で49校，4,279人が参加した。全国54放送

局が放送やホームページ，イベントなどで活動を

紹介した。

④「ぼくたちわたしたち農業・漁業体験隊！絵て
がみコンテスト」
「こども農業・漁業体験教室」参加者を対象に

農漁業体験の絵てがみを募集し，優秀作品を全国

フェスティバルで表彰した。応募作品1,030点。

⑤「食料フォーラム」
大阪府（ 9 月），埼玉県（12月）の 2 会場で開催

し，1,653人の参加があった。

（2）地球だい好き　環境キャンペーン
21世紀の人類の共通の課題ともいえる環境をテ

ーマに「地球だい好き　環境キャンペーン」を全

国で実施。

主催：NHK，共同通信社，全国地方新聞社連

合会ほか

①全国イベント
・エコライフ・フェア2008

6 月 7 日（土）， 8 日（日）に環境省が主体とな

って，代々木公園ケヤキ並木で開催されたイベン

トにNHKブースを展開。

・エコスタイル・ストリート

5月24日（土）～ 6月 8日（日）に，渋谷公園通

りを中心に，プランターを設置して花を植え，小

学生が育てた苗を展示するほか，公園通りの街路

灯にフラッグを掲出。NHK敷地内には，緑のカ

ーテンを設置。初日には，渋谷の街の清掃活動も

行った。

・「NHKエコ・パーク2008」

放送センター敷地内において，環境をテーマに

活動する大学生やNPO団体によるワークショッ

プやブースを展開，美大生や専門学校生によるエ

コアート展示，ステージショー，飲食コーナーで

構成するテーマ型イベントを開催。

②地域イベント
6 月 5 日の環境の日を中心に重点期間を設定

し，集中的にイベントや放送を展開した。年間を

通じて52本の地域イベントを開催し，44万4,720

人が参加した。

（3）NHK防災キャンペーン
公共放送の使命として，“いざという時のNH

K”という意識の浸透を図るとともに，視聴者の

防災意識を高めるため，07年度からスタートした

キャンペーン。

①「防災パーク2008」
9 月 1 日の「防災の日」に合わせて，NHK放

送センターと代々木公園ケヤキ並木で， 8月30日

(土）・31日（日）に開催し，緊急地震速報やNH

Kの災害報道の紹介，消防・警察の特殊車両の展

示・体験，防災ワークショップなどを実施した。

来場者数 2万5,003人

②「地域企画イベント」
全国16会場で開催し，3万6,638人が参加した。

Ⅲ．こども・青少年イベント

（1）「天才てれびくんMAXスペシャル」
小学校中・高学年を中心に支持を得ている番組

の公開イベントをNHKホールで実施。

入場者：5,712人

（2）NHKこどもミュージカル
NHKホールとNHK大阪ホールで，小学生とそ

の保護者を対象にミュージカル公演を実施した。

出演は劇団四季，演目は「人間になりたがった猫」。

(構成・演出：浅利慶太）

東京： 7月13日 2 回公演　5,690人

大阪：11月24日 1 回公演　1,090人
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（3）NHK放送体験クラブ
小学校 5～ 6年生を対象に全国各放送局で番組

づくりの体験を通し，楽しみながら放送のことを

学習するイベントとして実施。 9年目となる08年

度は，全国53放送局と 6支局および移動スタジオ

3会場で934校・5万5,974人の参加があり，参加者

は通算で53万人を超えた。

参加した児童の様子や制作した作品は地域放送

で紹介し視聴者サービスに努めた。

イベントは「総合的な学習の時間」など学校の

授業の一環として実施され，参加校の教師や関係

者からは，貴重な現場体験として高い評価を受け

ている。

（4）おかあさんといっしょファミリーコンサート
①東京公演
春： 5 月 2 ～ 5 日，秋：10月31～11月 3 日，N

HKホール。チャリティー金は社会福祉向上に役

立てた。

主催：NHK，NHK厚生文化事業団，NHKサー

ビスセンター｡出演：横山だいすけ，三谷たくみ，

小林よしひさ，いとうまゆ　ほか。

入場者：（春・ 8公演） 2万6,224人

（秋・ 8公演） 2万5,634人

②地方公演
全国 9会場（28公演）で実施。チャリティー金

は社会福祉向上に役立てた。

入場者： 4万1,411人

（5）『BSおかあさんといっしょ』スタジオ収録
全国の子どもたちに番組出演の機会を提供し，

視聴者サービスの充実を図るために実施。15局

(一部，外部施設を利用）で収録し，120本を制

作。

4,979人の幼児が出演した。

出演：スプー，ひなたおさむ，かまだみき，恵

畑ゆう

（6）BSおかあさんといっしょファミリーコン
サート

スタジオ収録とともに，出演者によるコンサー

トを，全国 9会場（18公演）で実施。

チャリティー金は社会福祉向上に役立てた。

入場者： 2万1,942人

（7）おかあさんといっしょ宅配便
「ぐ～チョコランタン小劇場」
『おかあさんといっしょ』のキャラクターが全

国を巡回するミニステージショー。52会場104公

演を実施し， 4万6,985人の参加者があった。

（8）第75回NHK全国学校音楽コンクール
都府県（北海道は地区），ブロックの各コンク

ールを経て選ばれた小学校・中学校・高等学校の

代表各11校（組）が，10月11日・12日・13日にN

HKホールで行った全国コンクールに出場した。

課題曲のテーマは「そして☆未来へ」。金賞校:星

美学園小学校（初），郡山市立郡山第二中学校

(初），宮崎学園高等学校（ 5年ぶり 4回目）。

全参加校数：小学校の部895校，中学校の部

1,170校，高等学校の部398校，計2,463校。

（9）第55回NHK杯全国高校放送コンテスト
5 ～ 6 月に各都道府県大会， 7月23日～25日に

NHKホールなどで全国大会を実施した。部門は，

アナウンス・朗読・ラジオドキュメント・テレビ

ドキュメント・創作ラジオドラマ・創作テレビド

ラマの 6 部門。参加校は全国で1,526校。参加生

徒数は延べ 1万3,642人。

（10）第25回NHK杯全国中学校放送コンテスト
各都府県（北海道は地区）大会は 5～ 7月に実

施，全国大会は 8月22日，千代田放送会館で実施

した。部門は，アナウンス・朗読・ラジオ番組・

テレビ番組の 4 部門。参加校は全国で632校。各

部門の参加数はアナウンス849人，朗読1,505人，

ラジオ番組136作品，テレビ番組112作品。

（11）全国高等専門学校ロボットコンテスト2008
全国の高等専門学校61校（62キャンパス）から

124チームが参加，競技課題に従い，自らのアイ

デアを駆使して想像力と技術力を競った。 8地区

からの選抜25チームが11月23日の全国大会（会

場：国技館）に出場。地区大会からの延べ参加者

数は 1万5,158人。

（12）NHK大学ロボコン2008
～ABUアジア・太平洋ロボコン代表選考
会～

事前審査を通過した国内21大学のチームが 6月

8 日の大会（会場：国立オリンピック記念青少年

総合センター）に出場。参加者数は1,213人。優

勝チームが 8月31日にインド・プネで開催された

ABUアジア・太平洋ロボットコンテストに出場

した。

（13）NHKアニメ館2008
若者に人気のアニメ番組を集めた「NHKアニ

メ館2008」を 8月13日～16日にふれあいホールで

開催した。原作者や監督，声優などによるトーク

ショーに加え，アニメシアター，アニメギャラリ

ーも合わせて開催し多彩な内容で展開した。

参加者数：3,168人
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Ⅳ．教育・教養イベント

（1）NHK教育フェア2008
10月22日～11月 3 日，NHK放送センターを中

心として開催し，教育分野に貢献する公共放送の

取り組みを紹介した。教育番組の国際コンクール

[日本賞」を核に，「食料フェスティバル・東京」，

[渋谷区くみんの広場」とも連動して開催した。

公開イベント「秋のふれあい広場」（10月31日

～11月 3 日）では，教育番組出演者によるステー

ジ，正面玄関前広場でのファミリー向けイベント

など多彩な内容で実施した。

公開イベント総入場者数： 9万3,029人

（2）放送教育関連イベント
①第59回放送教育研究会全国大会
視聴覚教育総合全国大会と合同で開催。NHK

の教育への取り組みを現場教師に広くアピール。

地上デジタル放送やNHKのデジタル教材を活用

した公開授業をはじめ，放送を活用した実践事例

の発表やNHK教育番組の将来像をプレゼンテー

ションし，デジタル時代にふさわしい放送利用の

あり方を紹介した。

期日：10月24日・25日

会場：東京都　国立オリンピック記念青少年総

合センター，千代田区立九段下小学校

参加者数：1,285人

②放送教育研究会地方大会
各地方放送教育研究会などと共催し，全国 8ブ

ロックで地方大会を開催した。参加者数：総計

4,140人（表 1）

③先生のための教え方教室
～ICT・放送活用講座～
学校放送番組やデジタル教材の活用を支援する

ために全国10会場で開催。実践教師による「モデ

ル授業」と，メディア教育研究者の指導による実

践交流で構成した内容。

参加者数：486人

（3）平成20年度「NHK全国短歌・俳句大会」
1 月24日（短歌），25日（俳句），NHKホール

で実施。NHK学園共催。応募数：短歌 4 万1,531

首，俳句 8 万8 ,437句。ホール参加者数：短歌

1,593人。俳句2,477人。

（4）NHK公開セミナー
大河ドラマ『篤姫』『天地人』，韓国ドラマ『太

王四神紀』，『源氏物語千年紀』「ETV50」『おし

ゃれ工房』を題材に，NHK文化センター，地方

自治体等と共催，全国21会場で実施した。

参加者数：6,953人

（5）2008年ノーベル賞受賞者を囲むフォーラ
ム「21世紀の創造」

読売新聞社との共催，08年度で20回目。名古屋

2 ，埼玉・神奈川各 1 の計 4 会場で，科学や文学

をテーマにしたフォーラムを実施した。名古屋会

場の模様は教育テレビ『日曜フォーラム』で紹介。

また，高校生を対象とした特別講座を名古屋，福

岡，仙台，和光の 4会場で開催した。

参加者数：2,575人

（6）学校へ出向き実施するイベント
小・中・高校生を対象とし，学校へ出向いて

NHKとの接触の機会を作り，NHKへの理解を深

めてもらう。

①NHKこども音楽クラブ～N響が○○小学校
（中学校）にやってきた～
NHK交響楽団のメンバーが小・中学校に出向

いて児童・生徒との交流を交えながらトークと演

奏を行う子ども向けのクラシックイベント。08年

度は全国の小・中学校 9校で開催。クラシックの

名曲をはじめ映画音楽や童謡など，親しみやすい

曲を演奏。参加者数4,887人。

表1 2008年度「放送教育研究会地方大会」

地　　　方 事　　業　　名 期　　日 開催地 全体会会場 参加者数

北　海　道

東　　　北

関東甲信越

東海・北陸

近　　　畿

中　　　国

四　　　国

九　　　州

578人

377人

960人

268人

396人

293人

817人

451人

4,140人

10／16（木）～17（金）

10／17（金）

11／14（金）

8／22（金）

11／21（金）

8／ 8（金）

10／31（金）

10／31（金）

北海道
旭川市

旭川市立勤労者福祉会館

秋田市民交流プラザ
AL☆VE（アルヴェ）

長岡リリックホール

ウィルあいち

大阪歴史博物館

広島県民文化センター
（鯉城会館）

松山市・東温市

くまもと県民交流館パレア
（パレアホール）

8会場計

秋田県
秋田市
新潟県
長岡市
愛知県
名古屋市
大阪府
大阪市
広島県
広島市
愛媛県
松山市
熊本県
熊本市

第60回北海道放送教育研究大会　道北・旭川大会

第50回放送教育研究会東北大会秋田大会

平成20年度関東甲信越放送・視聴覚教育研究大会
新潟大会

第46回東海北陸地方放送教育研究大会

平成20年度第57回近畿放送教育研究大会　
第58回近畿視聴覚教育研究大会大阪大会
平成20年度中国地方放送教育夏期特別研究交流大会
広島大会〔プレ大会〕

第45回放送教育研究会四国大会愛媛大会

第57回九州地方放送教育研究大会熊本大会
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②『ヒミツのちからんど』
新番組『ヒミツのちからんど』の公開収録と連

動したイベント展開を小学校へ出向いて実施。児

童・保護者・教師と近隣住民に学校放送番組や地

上デジタル放送を紹介した。全国 4 会場（小学

校）で実施。

参加者数：1,921人

③「あしたをつかめミーティング　～平成若者仕
事図鑑～」
番組主人公の仕事を紹介し，その苦労や醍醐味，

働くことの意義を，生徒とともに考えていくイベ

ント。全国 4会場（奈良市，宮城県柴田町，広島

市，小松市）の中学校・高校で実施。

参加者数：1,280人

④NHK朗読ひろばin○○小学校
NHKアナウンサーが小学校に出向いて行う新

規の朗読イベント。高学年児童を対象に，アナウ

ンサーが教科書や絵本から作品を朗読し，映像や

音による演出を加えたステージを展開した。関東

甲信越で 5本実施。

参加者数：1,007人

⑤『きらり10代！～あこがれ仕事百科～私の仕
事，私の中学（高校）時代』
中学生・高校生に，働く人々や仕事の中身をわ

かりやすく紹介し，働くことの喜びや楽しみを広

く伝えることを目的に，ラジオ番組『きらり十

代！』の公開収録形式で東京で 2本実施。

参加者数：467人

（7）子育て世代向けイベント
①NHKすくすく子育てスクール
番組出演者を講師とし，子育てトーク，子育て

Q＆A，親子コミュニケーション体操などを行う

イベント。全国 8会場で実施。

出演：天野ひかり　ほか

参加者数：1,303人

②NHKきょうの料理ワークショップ
番組で人気の料理研究家とアナウンサーが，番

組では伝えることができない料理の魅力をトー

ク。失われつつある手作りの家庭料理の“大切さ”

を伝えるイベント。全国 5会場で実施。

出演：田村驪，後藤繁榮アナウンサー

参加者数：556人

③「わたしのきもち」公開スクール
幼稚園児や小学校 1年生，そしてその保護者を

対象に，「あいさつをする」「人の話を聞く」「仲

間に入る」など人間関係を円滑に進める適切なや

り方（ソーシャルスキル）を身につけるための方

法を楽しみながら学んでもらうイベント。全国 2

会場で実施。

出演：モラッチャ王，三好ファミリー　ほか

参加者数：340人

（8）ABU未来への航海　関連イベント
「環境トーク・アジアの海を守る日本人」

環境問題の現場で活躍しているユニークな日本

人研究者や活動家のトークによる公開番組を 6月

28日に実施。同時に，09年の春に「海」をテーマ

に開催される，ABUの環境教育プロジェクト

[ABU未来への航海2009」の周知を兼ね，日本

から参加する10代の募集告知を行った。

出演：三宅裕司，杉浦太陽ほか

参加者数：167人

V．美術・展博イベント

（1）平城遷都1300年記念｢国宝　薬師寺展｣
日本仏教彫刻史上の最高傑作のひとつといわれ

る国宝・日光月光菩薩立像をはじめ，薬師寺の貴

重な文化財47件を紹介。日本美術の展覧会として

は過去最高の入場者数を記録。

主催：東京国立博物館，法相宗大本山薬師寺，

NHK，NHKプロモーション，読売新聞社。有料。

東京国立博物館。期間：08年 3 月25日～ 6月 8日。

入場者数：79万4,909人。

（2）NHK大河ドラマ特別展「天璋院篤姫展」
大河ドラマ『篤姫』と連動して実施。篤姫の遺

品やゆかりの美術工芸品，歴史史料など約200点

で構成。篤姫の波乱に満ちた生涯を紹介した。

主催：開催地博物館，開催地NHK放送局，NH

K地域関連会社，南日本新聞社（鹿児島展のみ），

自治総合センター（鹿児島展のみ）。有料。全国

3 会場（東京，大阪，鹿児島）。期間：08年 2 月

19日～10月17日。入場者数：28万3,205人。

（3）「KAZARI 日本美の情熱」
縄文時代から現在にいたる「かざり」のさまざ

まな特質を絵画，工芸，芸能などの分野を超えて

構成。国宝 7 件，重要文化財19件を含む約330件

を紹介。

主催：開催地美術館，開催地NHK放送局，NH

K地域関連会社，京都新聞社（京都展のみ），中

国新聞社（広島展のみ）。有料。全国 3 会場（東

京，京都，広島）。会期：08年 5 月24日～11月 9

日。入場者数： 8万2,709人。

（4）日中平和友好条約締結30周年記念
「北京故宮　書の名宝展」

書の世界で，書聖として最も尊ばれてきた王
おう

羲
ぎ

之
し

の「蘭亭序」。その中でも最高傑作と言われる
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北京故宮博物館所蔵の「蘭亭序」（八柱第三本）

をはじめ，中国が誇る世界的名宝65点を展示。

主催：財団法人東京都歴史文化財団　江戸東京

博物館，毎日新聞社，NHK，NHKプロモーショ

ン。有料。江戸東京博物館。会期：08年 7 月15日

～ 9月15日。入場者数：16万3,780人。

（5）特別展「源氏物語の1000年
～あこがれの王朝ロマン～」

源氏物語千年紀を記念し，「源氏絵」や関連の

歴史史料，工芸品など，国宝・重要文化財17件を

含む140件を展示。

主催：横浜美術館，NHK，NHKプロモーショ

ン。有料。横浜美術館。会期：08年 8 月30日～11

月 3 日。入場者数：13万3,582人。

（6）智証大師帰朝1150年特別展
「国宝　三井寺展」

智証大師円珍の帰朝1150年を記念して開催。三

井寺の秘仏の数々をはじめ，狩野光信の障壁画や

フェノロサゆかりの品々など，国宝・重要文化財

約60件を含む約180件を展示。

主催：開催地美術館，毎日新聞社，開催地NH

K放送局，NHK地域関連会社。有料。全国 3 会

場（大阪，東京，福岡）。会期：08年11月 1 日～

09年 5 月10日。入場者数：20万9,297人（大阪，

東京，福岡）。

（7）特別展「平泉～みちのくの浄土～」
11世紀から12世紀にかけて奥州藤原氏によって

築かれた平泉の文化遺産を紹介。中尊寺金色堂内

の国宝金色堂西北壇壇上仏11体をはじめ，平泉関

係の文化財を一挙に展示。

主催：開催地博物館，開催地NHK放送局，NH

K地域関連会社，河北新報社（仙台展のみ），西

日本新聞社（福岡展のみ），岩手県，平泉町，奥

州市，一関市，中尊寺，毛越寺。有料。全国 3会

場（仙台，福岡，東京）。会期：08年11月14日～

09年 4 月19日。入場者数：20万6,849人（仙台，

福岡）。

（8）「ダーウィン展」
進化論で知られる生物学者ダーウィンの生い立

ちから，5年におよぶビーグル号の世界航海資料，

[種の起源」を発表するまでの苦悩と進化論の影

響などを生物の餝
はく

製や映像などで紹介。

主催：開催地博物館，読売新聞社，開催地NH

K放送局。有料。全国 2 会場（東京，大阪）。会

期：08年 3 月11日～ 9 月21日。入場者数：28万

8,210人。

（9）「コロー　光と追憶の変奏曲」展
フランス人画家カミーユ・コローの初期から晩

年に至るまでの多彩な作品を紹介。ルーブル美術

館所蔵の代表作「真珠の女」をはじめとするコロ

ーの作品約80点のほか，彼に影響を受けた画家の

作品約30点で構成。

主催：開催地美術館，読売新聞社，開催地NH

K放送局。有料。全国 2 会場（東京，神戸）。会

期：08年 6 月14日～12月 7 日。入場者数：44万

3,945人。

（10）日本・コロンビア外交関係樹立100周年
記念「金GOLD－黄金の国ジパングとエ
ル・ドラード」展

日本とコロンビアの外交関係樹立100周年を記

念し，かつて黄金伝説で名を馳せたジパングとコ

ロンビアの黄金の文化財約400点を紹介。

主催：国立科学博物館，毎日新聞社，NHK，

NHKプロモーション。有料。国立科学博物館。

会期：08年 7 月12日～ 9月21日。入場者数：11万

1,547人。

（11）尾形光琳生誕350周年記念
「大琳派展―継承と変奏―」

大和絵の伝統を継承しつつ，斬新な装飾芸術を

完成させ「琳派」という一派を大成した尾形光琳

の生誕350周年を記念し，琳派を代表する 6 人の

画家の作品を中心に紹介。絵画，陶磁器，漆器，

染色作品，書など約200件で構成。

主催：東京国立博物館，読売新聞社，NHK，

NHKプロモーション。有料。東京国立博物館。

会期08年10月 7 日～11月16日。入場者数：30万

8,213人。

（12）「japan 蒔絵」
－宮殿を飾る　東洋の燦めき－

日本で生まれ，西洋人を魅了した蒔絵。今回は

ベルサイユ宮殿などが所蔵するマリー・アントワ

ネットのコレクションをはじめ，国内外の名宝約

240件を展示し，日本が誇る蒔絵の歴史を紹介。

主催：開催地美術館，読売新聞社，開催地NH

K放送局。有料。全国 2 会場（京都，東京）。会

期：08年10月18日～09年 1 月26日。入場者数：10

万3,151人。

（13）冨嶽三十六景と富嶽百景
「北斎　富士を描く展」

江戸時代を代表する浮世絵師・鐚飾北斎の名を

不動のものにした「冨嶽三十六景」と「富嶽百景」。

これら作品約150点を展示。

主催：開催地美術館，開催地NHK放送局，開

催地NHK関連会社，日本経済新聞社（名古屋展

のみ）。有料。全国 4会場（東京，滋賀，名古屋，

大阪）。会期：08年 2 月19日～09年 3 月22日。入
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場者数：11万5,896人。

（14）「国立能楽堂コレクション展
～能の雅　狂言の妙～」

室町時代初期の成立から600年以上もの歴史を

誇る貴重な無形文化財の「能・狂言」。本展では，

国立能楽堂が20年以上にわたり収集してきた能・

狂言面などの資料約110点を一堂に紹介。

主催：開催地美術館，開催地NHK放送局，開

催地NHK関連会社。有料。全国 5 会場（島根，

奈良，新潟，名古屋，山形）。会期：08年 4 月19

日～10年 5 月23日。入場者数： 2万737人（島根，

奈良，新潟）。

（15）「ガレ・ドーム・ラリック」
アール・ヌーヴォーからアール・デコへ
～華麗なる装飾の時代～

アール・ヌーヴォー期からアール・デコ期を代

表するガレ・ドーム・ラリックのガラス工芸を中

心に，ジュエリー，衣装などを加えた作品約190

点を，19世紀末から20世紀にかけて欧米で流行し

た室内空間をイメージして展示。

主催：開催地美術館，開催地NHK放送局，NH

K地域関連会社，京都新聞社（京都展のみ），中

日新聞社（名古屋展のみ）。有料。全国 5 会場

(京都，名古屋，横浜，東京，大阪）。期間：08

年 7 月18日～09年 2 月 2 日。入場者数：14万

9,713人。

（16）東京茶道会創立100周年記念
「江戸・東京の茶の湯展－近代茶の湯の
黎明」

東京茶道協会を前身とする東京茶道会が創立

100周年を迎えることを記念し，徳川将軍家や茶

道の流派を興した小堀遠州の茶道具などを中心に

展示。

主催：NHK，NHKプロモーション，「江戸・

東京の茶の湯展」実行委員会，日本経済新聞社。

有料。日本橋闍島屋 8階ホール。会期：08年10月

22日～11月 4 日。入場者数： 6万912人

（17）「横浜トリエンナーレ2008」
「TIME CREVASSE（時の裂け目）」をテー

マに，3 回目となる「横浜トリエンナーレ2008」

を開催。世界25か国・地域から72人のアーティス

トが参加し，展示やパフォーマンスを行った。

主催：国際交流基金，横浜市，NHK，朝日新

聞社，横浜トリエンナーレ組織委員会。有料（一

部無料）。新港ピア，日本郵船海岸通倉庫，横浜

赤レンガ倉庫 1号館ほか。会期：08年 9 月13日～

11月30日。入場者数：48万9,403人。

（18）「第55回日本伝統工芸展」
優れた日本の伝統工芸を現代に継承しつつ，今

日の生活に即した新しい作品を築き上げることを

目的に毎年開催。

主催：開催地NHK放送局，社団法人日本工芸

会，朝日新聞社，文化庁（東京展のみ），開催地

教育委員会など。一部有料。全国12会場（東京，

名古屋，京都，大阪，金沢，仙台，岡山，松江，

高松，広島，福岡，松山）。会期：08年 9 月23日

～09年 3 月 2 日。入場者数：29万6,981人

（19）「第10回　国際バラとガーデニングショ
ウ」

メインテーマは「英国ガーデンへの回帰」。季

節ごとに表情を変えるイングリッシュ・ガーデン

に深く迫り，新しいライフスタイルを提案。

主催：国際バラとガーデニングショウ組織委員

会（毎日新聞社，NHK，スポーツニッポン新聞

社）。有料。西武ドーム。会期：08年 5 月14日～

5月19日。入場者数：24万1,274人。

（20）「東京国際キルトフェスティバル　
布と針と糸の祭典2009」

「日本キルト大賞」をはじめとする優秀作品約

330点をはじめ，誰もが参加できるパートナーシ

ップキルト，作家約75人による最新作キルトなど

を幅広く展示。

主催：東京国際キルトフェスティバル実行委員

会（NHK，読売新聞社，東京国際キルトフェス

ティバル組織委員会）。有料。東京ドーム。会

期：09年 1 月16日～ 1 月24日。入場者数：25万

9,088人。

（21）「世界らん展日本大賞2009」
「蘭，と暮らす」をテーマに，世界22の国と地

域から約3,000種，約10万株のさまざまなジャン

ルの蘭を展示し，その美を競うコンテスト。

主催：世界らん展日本大賞実行委員会（読売新

聞社，NHK，世界らん展組織委員会）。有料。東

京ドーム。会期：09年 2 月14日～ 2月22日。入場

者数：39万322人。

（22）失われた文明「インカ・マヤ・アステカ
展」

『NHKスペシャル～失われた文明　インカ・

マヤ』『ハイビジョンスペシャル～失われた文

明』に連動し，中南米から「インカ」「マヤ」「ア

ステカ」の三文明の至宝219点（ 9 割以上日本初

公開）を展示。

主催：開催地博物館，開催地NHK放送局，NH

K地域関連会社，神戸市（神戸展のみ），山陽新

聞社（岡山展のみ），西日本新聞社（福岡展のみ）。
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有料。全国 4 会場（東京，神戸，岡山，福岡）。

会期：07年 7 月14日～08年 6 月 8 日。入場者数：

71万2,176人。

Ⅵ．音楽・伝統芸能イベント

（1）NHK音楽祭2008
6 年目を迎えた「NHK音楽祭」。08年は「魅惑

のバイオリン　魂のコンチェルト」をテーマに実

施。全公演の開演前に音楽評論家によるプレトー

クを行った。以下，すべてNHKホール。有料公

演。10月22日NHK交響楽団（指揮：ジャナンド

レア・ノセダ，バイオリン：サラ・チャン） 入

場者数：3,095人。11月 7 日サンクトペテルブル

ク・フィルハーモニー交響楽団（指揮：ユーリ・

テミルカノフ，バイオリン：庄司紗矢香） 入場

者数：3,180人。11月12日ロイヤル・コンセルト

ヘボウ管弦楽団（指揮：マリス・ヤンソンス，バ

イオリン：ジュリアン・ラクリン） 入場者数：

3,148人。12月 8 日フィルハーモニア管弦楽団

(指揮：ウラディーミル・アシュケナージ，バイ

オリン：諏訪内晶子） 入場者数：3,155人。

（2）第35回NHK古典芸能鑑賞会
10月27日，NHKホール。有料公演。

演目／出演：第 1部「藝盡一夜賑」①箏曲「八

重衣」／砂崎知子，山本邦山ほか②狂言「寝音

曲」～大蔵流～／茂山千作，茂山千之丞ほか③舞

踊「吉原雀」長唄囃子連中／西川扇藏，花柳寿美，

堅田喜三久ほか，第 2 部〈歌舞伎〉「心中天網

島」河庄／坂田藤十郎，片岡我當，中村時蔵ほか。

入場者数：1,379人。

（3）NHK交響楽団演奏会地方公演
9 公演。 9月 2日札幌市， 3日函館市， 5日旭

川市， 6日帯広市， 7日釧路市／指揮：ハンス・

ドレヴァンツ，バイオリン：小野明子，10月23日

NHK大阪ホール／指揮：ジャナンドレア・ノセ

ダ，バイオリン：サラ・チャン，2月28日静岡市，

3 月 1 日福井市， 2 日富山市／指揮：カルロス・

シュピーラー，クラリネット：ポール・メイエ。

有料公演。総入場者数： 1万2,246人

（4）NHK邦楽技能者育成会
第54期をNHK放送センター707リハーサル室で

開催。講師は板倉康明，今藤政太郎，堅田喜三久，

川村泰山，杵屋勝芳寿，草野妙子，後藤すみ子，

芝祐靖，鳥養潮，丸山和範，唯是震一（50音順）。

全国38人の応募者の中から入会は32人。卒業生26

人。卒業演奏会を09年 3 月11日，東京・国立劇場

小劇場で開催。入場者数：536人。

（5）第77回日本音楽コンクール
毎日新聞社と共催。各部門予選・本選を経て入

賞者を決定。本選会は10月21日～26日，東京オペ

ラシティコンサートホールで開催。各部門の第 1

位は次のとおり。ピアノ部門：喜多宏丞（東京藝

大大学院）・入江一雄（東京藝大），バイオリン

部門：瀧村依里（東京藝大），作曲部門：江原修

(東京藝大卒），ホルン部門：福川伸陽（日本フ

ィル），チェロ部門：伊東裕（奈良県立奈良高校），

声楽部門（歌曲）：岩下晶子（東京藝大大学院）。

（6）第52回NHKニューイヤー・オペラコンサ
ート

1 月 3 日，NHKホール。有料公演。

出演：臼木あい，大村博美，幸田浩子，佐々木

典子，高橋薫子，安井陽子，横山恵子（以上ソプ

ラノ），小山由美，林美智子（以上メゾ・ソプラ

ノ），佐野成宏，高野二郎，成田勝美，樋口達哉，

福井敬（以上テノール），直野資，堀内康雄（以

上バリトン），佐藤泰弘（バス）。指揮：飯森範親，

合唱：二期会合唱団，藤原歌劇団合唱部，新国立

劇場合唱団，管弦楽：東京フィルハーモニー交響

楽団，バレエ：スターダンサーズ・バレエ団，ゲ

スト：デイナ・ハンチャード（ジャズ・ボーカリ

スト），山中千尋（ジャズ・ピアニスト），司会：

中條誠子アナウンサー。入場者数：3,071人。

（7）第23回NHK能楽鑑賞会
1 月27日，横浜能楽堂。無料公開。演目／出

演：（ 1）狂言「悪太郎」～和泉流～／野村萬斎

ほか。（ 2 ）能「葵上」～金春流～／本田光洋ほ

か。入場者数：317人。

（8）東京JAZZ2008
8 月29日～31日，東京国際フォーラム。有料公

演。出演：日野皓正クインテット，ロン・カータ

ー・カルテット，デビット・サンボーン，ハン

ク・ジョーンズ，ジョージ・ベンソン，スライ＆

ザ・ファミリー・ストーン，NHK交響楽団ほか。

入場者数： 2万625人。

（9）NHKシアター・コレクション’09
「演劇」や「ダンス」などの舞台芸術をテーマ

に，優れた舞台作品を「再演」と「放送」を通じ

て紹介。以下，すべてふれあいホール。有料公

演。 1月10～11日モダンスイマーズ「夜光ホテ

ル～スイートルームバージョン～」， 1 月24～25

日イキウメ「イキウメ短編集（図書館的人生

Vol. 1 ，Vol. 2 から）」， 2 月 7 ～ 8 日劇団昴「親

の顔が見たい」， 2 月21～22日ミクニヤナイハラ

プロジェクト「青ノ鳥」。総入場者数：2,081人。
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Ⅶ．スポーツイベント

（1）ラジオ体操・みんなの体操会
かんぽ生命保険，全国ラジオ体操連盟との共催。

ラジオ体操80周年を記念し，巡回体操会のテレ

ビ・ラジオ同時中継（ 3会場）や記念展，特別記

念番組の公開生放送などを実施。

①夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
7 月20日～ 8月31日，全国43会場で実施。

参加者は 6万8,700人。

②特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会
5 月11日～10月19日，全国11会場で実施。

参加者は 1万8,400人。

③ラジオ体操80周年記念
7 月11日～27日，NHKスタジオパークギャラ

リーで記念展を開催（総入場者数 1 万2,904人）。

放送開始80周年にあたる11月 1 日には，当時の東

京中央放送局があったNHK放送博物館（港区）

から公開生放送を実施（参加者数300人）。

④みんなの体操
NHK主催で実施した10会場（参加者数3,392人），

自治体等の要請に応えて講師を派遣した 7 会場

(参加者数 1万1,620人）で普及イベントを実施。

（2）2008NHK杯国際フィギュアスケート競技
大会（第30回記念大会）

日本スケート連盟主催，NHK共催により11月

28日～30日，国立代々木競技場・第一体育館（渋

谷区）で実施。男子シングルは織田信成（日本），

女子シングルは浅田真央（日本）が優勝。参加選

手は16か国・60人。総入場者数 2 万5,409人。 9

月～11月に全国 5会場で記念展を開催（総入場者

数 9 万6,042人）。また，大会前の約 1 か月間，記

念フラッグを渋谷公園通りに掲出したほか，11月

15日には，ふれあいホールで記念番組の公開録画

(入場者数225人）を実施した。

（3）第14回全国都道府県対抗男子駅伝競走大
会

日本陸上競技連盟，中国新聞社の主催，NHK

の共催で09年 1 月18日に実施。平和記念公園前を

スタート・フィニッシュとする 7 区間48kmコー

ス。長野県チームが 2年連続 5回目の優勝。広島

平和記念公園に設置した大型ハイビジョンで中継

映像を公開。広島放送局では「駅伝ふるさと広

場」を 2日間実施（来場者数 2万4,520人）。

（4）第27回全国都道府県対抗女子駅伝競走大
会

日本陸上競技連盟，京都新聞社の主催，NHK

の共催で09年 1 月11日に実施。京都市西京極総合

運動公園陸上競技場をスタート・フィニッシュと

する 9区間日本陸連公認マラソンコース。京都府

チームが 5年連続13回目の優勝。競技場に設置し

た大型ハイビジョンで中継映像を公開。

（5）第64回びわ湖毎日マラソン大会
日本陸上競技連盟，毎日新聞社，滋賀県，滋賀

県教育委員会，大津市，大津市教育委員会の主催，

NHKの共催で09年 3 月 1 日に実施。皇子山陸上

競技場をスタート・フィニッシュとする日本陸連

公認コース。 8月にベルリンで開催される世界陸

上への日本代表選考レースに位置づけられ注目を

集めた。ポール・テルガト（ケニア）が優勝。日

本人トップの 4位でゴールした清水将也選手が世

界陸上の日本代表に内定。競技場に設置した大型

ハイビジョンで中継映像を公開したほか，「ゆる

キャラ・エコサミット」を実施した。

（6）第10回長野オリンピック記念長野マラソ
ン大会

日本オリンピック委員会，日本陸上競技連盟，

長野県，長野市，信濃毎日新聞社ほかの主催，N

HKの共催で， 4 月20日に実施。長野運動公園を

スタート，長野オリンピックスタジアムをフィニ

ッシュとする日本陸連公認コース。参加選手は

7,444人。総合男子優勝はネファト・キニャンジ

ュ（ケニア），総合女子優勝はアレブティナ・イ

ワノア（ロシア）。ゴール地点である南長野運動

公園にNHKブースを設置。

（7）オープンゴルフ選手権競技
日本ゴルフ協会の主催，NHKの共催で，男

子・女子・シニアの 3大会を実施。会場に設置し

た大型ハイビジョンで中継映像を公開。

①第73回日本オープンゴルフ選手権競技
10月16日～19日，古賀ゴルフ・クラブ（福岡

県）で実施。片山晋呉（日本）が優勝。総入場者

数 2万9,136人。

②第41回日本女子オープンゴルフ選手権競技
10月 2 日～ 5日，紫雲ゴルフ倶楽部（新潟県）

で実施。イ・チヒ（韓国）が優勝。総入場者数 2

万3,787人。

③第18回日本シニアオープンゴルフ選手権競技
10月23日～26日，狭山ゴルフ・クラブ（埼玉

県）で実施。中嶋常幸（日本）が優勝。総入場者

数 1万657人。

（8）第88回天皇杯全日本サッカー選手権大会
日本サッカー協会，日本プロサッカーリーグの

主催，NHKおよび共同通信社の共催で実施。都

道府県代表47チームとシード35チーム（J1-18，
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J2-15，JFL1，大学 1 ）の82チームで 9 月13日～

09年 1 月 1 日で実施。元日，国立競技場での決勝

戦（入場者数 4 万4,066人）では，ガンバ大阪が

優勝。総入場者数30万4,496人。

（9）各都道府県サッカー選手権大会
45都道府県大会を各都道府県サッカー協会が主

催し，NHKは主催または共催で実施。5,913チー

ムが出場。各都道府県優勝チームは天皇杯の各都

道府県代表として出場。

（10）第45回全国大学ラグビーフットボール選
手権大会 および 第46回日本ラグビーフ
ットボール選手権大会

大学選手権，日本選手権ともに，日本ラグビー

フットボール協会が主催，NHKが共催で実施。

大学選手権は12月20日～09年 1 月10日で実施。

決勝戦は国立競技場で行われ，早稲田大学が 2年

連続15回目の優勝。総入場者数は14万1,067人。

日本選手権は 2月 7日～28日で実施。決勝戦は

秩父宮ラグビー場で行われ，三洋電機ワイルドナ

イツが 2年連続 2回目の優勝。総入場者数は 6万

5,149人。

（11）JAPAN CUP 2008チアリーディング日
本選手権大会

日本チアリーディング協会の主催，NHKの共

催で， 8 月22日～24日，国立代々木競技場・第 1

体育館で実施。154チーム2,323人が参加。〔中学

校部門〕箕面自由学園中学校（大阪府）〔高等学

校部門〕箕面自由学園高等学校（大阪府）〔大学

部門〕日本文理大学（大分県）〔社会人部門〕MJ

Gチアリーディングクラブ（大阪府）が優勝。総

入場者数 1万5,030人。

（12）NHKスポーツパーク
NHK解説者や一流の講師によるスポーツ教室

と，トークショーなどを組み合わせた，家族で楽

しめる総合的なスポーツイベント。「松岡修造の

テニスパーク」を全国 2 か所で実施。参加者は

1,600人。

（13）NHKジュニアスポーツ教室
野球，サッカー，バレーボール，バドミントン，

バスケットボール，ソフトボール，柔道の各種目

を一流講師の指導で，全国18か所で実施。参加者

は3,846人。

Ⅷ．会館公開・展示

1 ．NHKスタジオパーク

前身は1965年開設の「見学者コース」。85年に

[NHK展示プラザ」と名称変更し，その後，95

年 3 月22日，放送開始70周年を記念して「NHK

スタジオパーク」と改称しリニューアルオープン

した。00年 3 月には「放送75周年事業」の一環と

してより参加感のある新コーナーを設置。さらに，

12月にはBSデジタル放送開局に合わせて「BSデ

ジタルタウン」を設置，03年12月には，地上デジ

タル放送の開始に合わせて「BSデジタルタウ

ン」を拡充し，「デジタル放送ひろば」とした。

04年12月には「パークギャラリー」「スタジオ

ショップ」を全面リニューアル，07年 1 月には新

コーナー「デザインランド」を新設した。07年 6

月に総入場者数1,000万人を達成し，これを契機

に年 5 回の「視聴者感謝デー（無料公開日）」を

08年 1 月から設定している。

入場料は，大人200円（団体20人以上，150円），

高校生150円（団体20人以上，100円），中学生以

下と75歳以上は無料。

（1）スタジオの公開番組
来観者が自由に見学することができる全面ガラ

ス張りの450スタジオ。毎回，日替わりのゲスト

が出演する『スタジオパークからこんにちは』

(総合）などの公開放送を行っている。

（2）主な展示体験コーナー
①ウェルカムスタジオ
ハイビジョンカメラで来観者の姿を150インチ

のハイビジョンスクリーンに映してお出迎え。

②デジタル放送ひろば
地上とBSのデジタル放送の仕組みや受信方法

などを実機展示しながら詳しく紹介。

③デザインランド
技研の開発した「アクシビジョンカメラ」で立

体的な映像合成を体験できるほか，映像，音響デ

ザインと放送とのかかわりを楽しく体験。

④放送思い出通り
75年の放送の歴史を年表や写真パネル，映像で

紹介。また，103から106スタジオで収録中の番組

を，窓越しに見ることができる。

⑤スタジオウォッチング
450スタジオのほか放送センター内21のスタジ

オ映像を公開。

⑥とびだすハイビジョンシアター
世界初のメガネなしで見られる立体ハイビジョ

ン映像。

⑦「こどもひろば」と「世界遺産コーナー」
NHKの人気キャラクターに出会える「こども

ひろば」では記念写真撮影なども行える。「世界

遺産コーナー」では世界遺産の数々を映像で紹介。
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2 ．みんなの広場　ふれあいホール

「みんなの広場ふれあいホール」では，さまざ

まな公開番組やイベントなどを開催している。 3

階の展示スペースは「ふれあいホールギャラリ

ー」として一般貸し出し（有料）をしている。ま

た，放送センターの番組公開ライブラリーとして

3 階にアーカイブスを併設しており，08年度は

5,539人が利用した。

開館時間　午前10:00～午後6:00
休館　　　年末年始（12月29日～ 1月 3日）

入場料　　無料

3 ．放送博物館

08年度は，バリアフリー化の一環として， 1階

フロアーから中 2階に至る専用エレベーターを設

置した。また，博物館入口近くに緊急救命器具

(AED）を新たに設置した。展示では「大河ド

ラマ・NHK紅白歌合戦特別展示」などの更新を

行ったほか，｢がんばろうふるさと・全国NHK放

送局展」や「ニュースはどう伝えられたか」「も

う一度会いたい朝のヒロインたち」「教育テレビ

50年」などの企画展を計11回実施した。08年度の

入館者は12万1,914人で，歴代 3 番目。なお， 8

月28日には，開館（1956年 3 月 3 日）以来の入館

者数が400万人を突破したのを記念し，セレモニ

ーを実施した。

（1）資料の収集・保存
文書・台本関係では，日刊ラジオ新聞（1925年），

{おかあさんといっしょ』台本（60年），学校放

送テキスト（48年），ベーブ・ルース サイン入り

カリカチュア（34年），聴取無線電話私設許可書

(33年），『技術研究所の25年間を回顧する』（55

年）などを収集した。

機器類では，シャープSR-285ラジオ（53年），

クリアビジョンテレビ受像機（89年）などを収集

した。

（2）展示・企画展
「東京タワー50年」（ 4 月～ 6 月），「がんばろ

うふるさと全国NHK放送局展」（ 5 月～ 7 月，松

山・静岡放送局）（ 7 月～ 8 月，宮崎・盛岡放送

局）（ 9月～11月，宇都宮・神戸放送局）（11月～

12月，松江・青森放送局）（ 1 月～ 3 月，富山・

長崎放送局）（ 3 月～ 5 月，福島・高知放送局），

[ニュースはどう伝えられたか」（ 6 月～ 8 月），

[もう一度会いたい朝のヒロインたち」（ 9 月～

12月），「浮世絵にみる愛宕山の四季」（ 1月），教

育テレビ50年（ 2月～ 4月）

（3）普及業務
①イベント
｢がんばろうふるさとイベントデー」「愛宕山文

化講座（苅谷俊介，出闢統，村山定男，樋野興夫，

千住明，半藤一利，城戸闢愛，坂東眞理子の各

氏）」「アナウンサーが語る番組おもしろ講座」

[愛宕山俳句の会」「愛宕山講談会」「愛宕山健康

教室」「大河ドラマをめぐる人たち」「企画展関連

イベント（取材体験で語るあの日あの時～あさま

山荘事件～，連続テレビ小説の歴史と魅力，大阪

発・朝ドラ制作エピソード，ヒロインとプロデュ

ーサーが語る『ちゅらさん』）」「愛宕山コンサー

ト」「SP盤で聴く名歌手たち」「日舞でエクササ

イズ」「藤山一郎を歌う｣「もっと知ろうテレビの

こと～アナログからデジタルへ」「菊田一夫の世

界　夢（朗読）」「浅利香津代の朗読のひととき」

[夏休み親子工作教室」「夏休み親子俳句教室」

[菱欣トーク特別版・音を楽しむ」「放送記念

日・文化講演会（草笛光子氏「女優を楽しむ」）」

など。

②NHK番組を見る会
『NHKスペシャル～映像詩　里山～命をめぐ

る水辺』『ETV特集～地球温暖化で島が沈む？南

の島　ツバルの選択』『ハイビジョン特集セレク

ション～本田美奈子・最期のボイスレター』ほか。

③移動放送博物館
熊本で 2 回（ 4 月，10月）開催し，約 1 万6,000

人が入場した。

④中高生のための放送講座
7 月30日（水）～31日（木）の 2日間実施。 9校

58人が参加した。

⑤学芸員実習
8 月28日（木）～ 9 月 3 日（水）の 7 日間実施。

7大学10人が参加した。

4 ．逓信総合博物館（ていぱーく）

64年12月 1 日に開館。放送と通信，郵政事業の

歴史と将来展望などを総合的に展示し，日本郵政

㈱（07年10月に日本郵政公社から民営化），東日

本電信電話㈱，NHKの 3 者が共同で運営してい

る。

NHKは，「ハイビジョンシアター」「デジタル

放送体験コーナー」をはじめ，放送と通信が連携

した将来の家庭でのサービスを紹介する「放送の

将来像」のコーナーなど，公共放送NHKの事業

と放送の魅力を紹介している。

また，NHKの特別展示として「NHKファミリ

ーフェスタ（ 7 月19日～27日）」「2009年NHK大
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河ドラマ『天地人』展（ 2 月 7 日～22日）」を開

催。また，合同特別展として「ファミリーイベン

ト」（ 4 月26日～ 5 月 6 日），「ていぱーくサマー

フェスティバル」（ 8 月16日～ 8 月31日），「春休

みこども大会」（ 3 月14日～29日）などを開催し

た。08年度の入場者数は14万2,866人。

NHKの情報公開
（1）NHKの情報公開の特色
01年 7 月から開始したNHKの情報公開の主な

特色は，次の 3点である。

①国や地方自治体のように法律・条例によって

義務づけられて行うのではなく，NHKが自主的

に実施するものである。放送法の精神や言論・報

道機関としての性格に照らし，NHKの自主・自

律性に配慮した結果である。

②放送番組や放送番組の編集に関する情報を記

録した文書については，情報開示の求めの対象外

としている。NHKが公共放送としての使命を果

たしていくためには，放送番組編集の自由の確保

は不可欠である。もし番組そのものや，番組素材，

その制作・編成関係の文書を開示するとなると，

自由な番組編集に支障が生じ，ひいては公共放送

としての使命が果たせなくなることから，情報開

示の求めの対象外とした。そのうえで，可能な範

囲で関係情報の提供に努めていく。

③NHKの不開示等の判断に対して，第三者機

関による公正・客観的なチェックの仕組みを整え

ている。 5 人の有識者で構成される「NHK情報

公開・個人情報保護審議委員会」が，視聴者から

の再検討の求めがあった際に，委員会としての意

見をNHKに述べる。NHKは，その意見を尊重し

て最終判断を行う。

（2）NHKの情報公開の仕組み
NHKの新たな情報公開は，基本的枠組みを定

めた「NHK情報公開基準」（00年12月制定）と，

それをさらに具体化した「NHK情報公開規程」

(01年 6 月制定）に基づいて取り進めている。こ

の「情報公開規程」は，情報公開基準に基づき情

報公開を実施していくために必要な事項を定めて

いる。主な内容は次のとおり。

①開示の求めの対象となる文書
NHKの役職員が業務上共用するものとして保

有している文書（フロッピーディスク・サーバー

等に電磁的に記録されたものを含む）が，開示の

求めの対象となる。

ただし，放送番組編集の自由を確保する観点等

から，次のものについては対象外となる。

（衢）放送番組および放送番組の編集に関する

情報を記録したもの（放送番組の企画，取材，収

録等について記録した文書など。ハードディス

ク・DVD等を含む）。

（衫）書籍，雑誌等不特定多数の人に販売する

ことを目的として発行されるもの。

（袁）歴史的もしくは文化的な資料または学術

研究用の資料としてNHK放送博物館等において

特別の管理がされているもの。

②開示の求めのできる者
NHKの放送の視聴者。

③受付場所・方法
全国の放送局・支局に，日本語で記入した申込

書を持参または郵送で提出する。

④開示できない文書
開示の求めの対象となる文書は，原則として開

示する。

ただし，次の情報（不開示情報）が記載されて

いる場合を除く。

（衢）NHKの権利利益，地位，事業活動に支

障を及ぼすおそれがあるもの。

（衫）NHKの審議，検討，協議が円滑に行わ

れることを阻害するおそれがあるもの。

（袁）特定の個人を識別できるものや個人の権

利利益を害するおそれがあるもの。

（衾）NHK以外の法人，団体，個人事業主の

権利等を害するおそれがあるもの。

（袞）NHKの保安に支障を及ぼすおそれがあ

るもの。

（衵）契約によりNHKが守秘義務を課せられ

ているもの。

⑤開示・不開示等の判断までの期間
申込書を受け付けた翌日から30日以内に開示・

不開示等を判断する。判断結果は書面により連絡

する。

⑥開示の実施方法
視聴者が開示の連絡を受けた日から 2週間以内

に，閲覧またはコピーを提供する（電磁的に記録

されたものについては，プリントアウトし，閲覧

またはコピーを提供する）。

⑦費用
閲覧のためにコピーやプリントアウトが必要な

場合も含め，次の費用は視聴者の負担となる。

・　白黒コピー　： 1枚につき10円

・　カラーコピー： 1枚につき50円

・　郵送料　　　：実費
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⑧再検討の求め
一部開示・不開示の判断結果について，視聴者

は 2週間以内に「再検討の求め」ができる。

その場合NHKは，NHK情報公開・個人情報保

護審議委員会に諮問し，その意見を尊重して開

示・不開示等の最終的な判断を行い，直ちに書面

により視聴者に連絡する。

⑨実施状況の公表
実施状況を適宜，公表する（毎月，インターネ

ットホームページで公表）。

（3）「開示の求め」
①受付状況
08年度は，全国の放送局・支局において，32人

の視聴者による67件の開示の求めがあった。

②検討結果
前年度からの継続案件 1件を含め，68件につい

て検討を終えた。（表 1）

表1「開示の求め」検討結果

③開示率（A／（A＋B））
68件についての開示率は71％，開始当初の01年

度からの開示率は71％となっている。

④「開示の求め」の内容
08年度に受け付けた67件の内訳は次のとおりと

なっている。（表 2）

表2 「開示の求め」の内訳

（4）NHK情報公開・個人情報保護審議委員会
NHK情報公開・個人情報保護審議委員会は，

[開示の求め」についてのNHKの一部開示・不

開示の判断に対して「再検討の求め」があった場

合に，審議を行い，NHKに意見を述べる第三者

機関である。

①委員
NHK情報公開・個人情報保護審議委員会の委

員は， 5人以内で，経営委員会の同意を得て会長

が委嘱する。任期は 2年，再任は可である。08年

度末現在，次の方々に委員を委嘱している。

委　員　長　大島　崇志　氏　（弁護士）

委員長代行　佐藤　ギン子氏　

（譛女性労働協会名誉会長）

委　員　　　宍戸　常寿　氏

（一橋大学大学院法学研究科准教

授）

委　員　　　那部　吉正　氏

（前日本記者クラブ専務理事）

委　員　　　宮内　忍　　氏（公認会計士）

②開催回数
08年度，NHK情報公開・個人情報保護審議委

員会は，14回開催された。

（5）「再検討の求め」
①受付状況
08年度は，NHKが一部開示・不開示の判断を

したもののうち， 5件について再検討の求めを受

け付けた。

②審議状況
08年度，NHK情報公開・個人情報保護審議委

員会は，前年度からの継続案件も含め， 8件につ

いて審議し， 6件の答申を行った。（表 3）

NHKは，すべての案件について，審議委員会

の答申どおりの最終判断を行った。

表3 08年度受け付け・審議案件（8件）
（前年度からの継続案件を含む）

NHKの個人情報保護
（1）個人情報保護法
①個人情報保護法の施行
05年度から「個人情報の保護に関する法律」

(個人情報保護法。以下「法律」という）が全面

施行され，NHKもこの法律が定める「個人情報

377 NHK年鑑’09

判断結果 件　数 備　考

対象外 10件
うち， 8 件で情報を提
供

開　示 41件（A） うち，一部開示13件

不開示 17件（B） うち，文書不存在14件

分　野 件　数 割　合

経営一般 34件 51％

放送 10件 15％

営業 9件 13％

技術 0件 0％

広報・事業 3件 4％

総務・経理

その他

10件

1 件

15％

2 ％

審議結果 件数

不開示ではなく一部開示・開示が妥当

当初判断どおり一部開示・不開示が妥当

1件

5件

2件審議中
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取扱事業者」に該当することから，さまざまな法

律上の義務が課され，個人情報の取扱いを適正に

行うことが求められている。

②法律の義務の適用除外
この法律が成立する過程で，個人情報保護に関

する「利用目的による制限」「適正な取得」「正確

性の確保」「透明性の確保」といった基本原則が，

[表現の自由」「報道・取材の自由」などの基本

的人権を制約するおそれがあるとの指摘が，メデ

ィアを中心になされた。

このため，法律は，報道機関が報道目的で個人

情報を取り扱う場合，著述を業とする者が著述目

的で個人情報を取り扱う場合などは，個人情報取

扱事業者としての義務の適用を除外した。その一

方で，義務の適用が除外される場合については，

事業者が自主的に個人情報の適正な取扱いについ

ての措置を講じ，それを公表するよう努めること

を求めた。

（2）NHKの個人情報保護の取り組み
①NHKの取り組み
ア　NHK個人情報保護方針

NHKにおける個人情報保護に関する最上位の

規程で，法律上の義務が適用除外となる報道・著

述・学術研究分野を含め，NHK内の個人情報全

般の取扱いについて宣言的に定めている。

イ　NHK個人情報保護規程

法律上の義務の適用を受ける分野（営業・事務

分野等）を対象に，実務上の手続きを中心に定め

ている。

視聴者本人から自己情報の開示等の求めが出さ

れた場合，原則として視聴者が求める措置をとる

こととなるが，開示するとNHKの業務の適正な

実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合等

は，求められた措置をとらなくてもよいとされて

いる。

このような場合の救済策として，法律上の要請

はないが，NHKとして自主的に，視聴者からの

[再検討の求め」を受け付け，第三者機関「NH

K情報公開・個人情報保護審議委員会」において

審議してもらうこととしている。

ウ　報道・著述・学術研究分野に係る個人情報保

護規程

法律上の義務が適用除外となる報道分野等につ

いて，自主的に，安全管理や苦情への対応につい

て定めている。

②NHKにおける個人情報の管理・責任体制
上記規程に基づき，NHKにおける個人情報の

管理については，副会長がこれを統括し（報道分

野等については放送総局長），各部局においては，

各部局長が全責任をもって管理することとなって

いる。

しかしながら，08年度においては，個人情報の

漏洩および漏洩の可能性のあるものが 3 件発生

し，個人情報の漏洩に至らなかった営業用携帯端

末（ナビタン）の紛失が 1件発生した。

これらの事案はいずれもホームページで公表す

るなどしているが，NHKとして，今後はこのよ

うな事態が起きないよう，個人情報の取り扱いに

ついては，くれぐれも細心の注意を払い，その適

切な取り扱いに努めていく。

③個人情報の開示等の求めへの対応状況
08年度に視聴者本人から出された個人情報の開

示等の求めは，開示の求めが 5件あり，検討結果

は次のとおりである。

個人情報の開示等の求めへの対応

④「個人情報　再検討の求め」の審議状況
08年度に受け付けた個人情報に関する再検討の

求めはなかった。

広　報

Ⅰ．経営広報

1 ．会長会見とマスコミ対応

NHK広報は，会長や放送総局長の定例記者会

見，各種発表，取材対応などを通じてさまざまな

NHK情報を発信している。NHKからの主な報道

発表は，同時にNHKホームページ「NHKオンラ

イン」に掲載するなどして迅速で多面的な情報発

信に努めている。会長会見は原則月 1回。会長と

副会長，テーマに応じて関係役員が出席して

NHK全般，放送業界の動向などについて説明し

た。

10月14日，次期経営計画「いつでも，どこでも，

もっと身近にNHK」が経営委員会で修正議決さ

れた。さまざまに報じられてきた受信料値下げ問

題は，12年度からの受信料収入10％還元の実行を

盛り込み，決着した。議決・公表の際は，記者会

見や新聞，雑誌の取材を通じてその内容や考え方

などを広報し，NHKの放送とホームページでも

検討結果 件数 備　考

開示 5件 ―
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ていねいに伝えた。経営計画については前年度か

らの継続案件として注目を集めていて，議決・公

表に至る議論の過程でも，機会をとらえて進齏状

況などを説明した。その後，経営委員の交代，09

年度収支予算・事業計画の策定と国会承認に至る

までマスコミ各社の関心が絶えることはなかっ

た。

北京オリンピック放送，ニュース，『篤姫』

{天地人』『紅白歌合戦』などの番組が視聴者の

高い支持を得た結果，総合テレビのゴールデンタ

イムの平均視聴率（ビデオリサーチ関東地区）が

上半期で史上初の 1位となり，年間では 2位とな

った。マスコミ各社の報道においても，NHKの

番組・放送に対する評価は極めて高かった。

NHKへの接触者率向上のため，若年層に届け

る広報にも取り組んだ。若者向け雑誌で会長が

[EYESゾーン」や『ドラマ 8 』など若者向けお

すすめ番組を紹介するなどした。また，フジテレ

ビ『めちゃ2イケてるッ！』，テレビ朝日『堂本剛

の正直しんどい』でNHKスタジオパークが渋谷

の人気スポットとして紹介されたほか，日本テレ

ビ『ラジかるッ！』はスタジオパークから教育テ

レビ『天才てれびくんMAX』とのコラボレーシ

ョンによる生中継を敢行した。

受信料支払率向上を目指すNHK営業改革につ

いては，訪問集金廃止，障害者免除適用範囲拡大，

事業所割引導入，家族割引拡大，民事手続き展開，

契約収納業務公開競争入札などについて積極的に

広報した。そのほか，テレビ放送完全デジタル化，

新しい国際放送，NHKオンデマンドなどについ

て重点的に広報した。

2月の福岡放送局放火未遂事件，銃弾郵送事件

の際は，的確な取材対応を行うとともに，NH

Kの毅然とした態度を迅速に表明し，また，警備

体制強化や安全対策などの安心情報も伝えた。

不祥事などの際は，臨時に記者会見を開くなど

して正確で迅速な情報発信を行った。前年度発生

の職員による株のインサイダー取引関連では，職

員の懲戒処分，職員の株取引に関する第三者委員

会の調査報告，検証番組放送，信頼回復に取り組

むNHKの姿などについて逐一広報した。

会長定例記者会見の主な内容
4 月　インサイダー問題に関わる職員懲戒処分

08年度“約束”

NHKオンデマンドサービス

NHKの環境への取り組み

5月　北京オリンピック放送キャスター

『視聴者サービス報告書2008』

6 月　長野放送局記者記事盗用問題

職員株取引第三者委員会調査結果報告

7月　次期経営計画

地上デジタル完全移行まで 3年

ETV終了時間繰り上げ

9月　北京オリンピックと夏の特集編成総括

下半期からの受信料体系変更準備状況

10月　総合上半期ゴールデン視聴率トップ

第35回日本賞

『第59回紅白歌合戦』

上半期営業業績総括

11月　NHK倫理・行動憲章と行動指針

振り込め詐欺防止キャンペーン

2010年大河ドラマ『龍馬伝』主役

12月　ABUバリ総会

環境関連取り組み・ETV休止時間拡大

『紅白歌合戦』関連イベント

1月　『紅白』『天地人』の感想と今年の抱負

プロジェクトJAPAN

新しい国際放送

2月　経済危機，雇用問題関連番組集中編成

MLB放送計画

09年度全国放送公開番組

3月　福岡局放火未遂事件と実弾郵送事件

第60回放送文化賞

フレッシャーズキャンペーン

その他の主な記者会見
4 月23日　会長日本記者クラブ記者会見

5月27日　職員株取引・第三者委員会調査報告

10月14日　次期経営計画修正議決

12月18日　京都局職員宿泊費着服懲戒免職

2 ．国際広報

国際広報は，放送や事業など，公共放送が果た

している役割や放送文化への貢献を海外に発信す

るとともに，海外での活動を日本国内に紹介する

ことで，NHKに対する内外の信頼と知名度を高

める役割を担っている。

08年度は，ABU（アジア放送連盟）の新しい

会長にNHKの今井副会長が選ばれ，アジアの放

送業界における国際協力を引き続きリードする体

制を敷いたほか，「第 7 回ABUロボットコンテス

ト」（インド・プネ）やPBI（国際公共放送機構）

にも参加した。また，07年12月の放送法改正を受

け，09年 2 月に国際放送「NHKワールドTV」の

放送を一新した。これらの国際展開についてメデ

ィアからの取材に対応するとともに，積極的に周

知・PRを行った。
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新「NHKワールドTV」については，国際放送

局と連携し，受信環境整備，JIB（日本国際放

送）設立，新スタジオ関連のプレスリリース発表

や，JIB社長就任会見，外国特派員協会での記者

会見などを行い，国内外のメディアから高い関心

を集めた。

番組関係では，延べ29番組が数々の国際・国内

コンクールで受賞し，高い評価を受けた。国際広

報では，受賞に合わせてプレスリリースを発表し，

NHKの優れた番組について世界にアピールした。

08年10月にフランス・カンヌで行われた世界最大

の番組見本市MIPCOMでは，大型国際共同制作

の企画提案・共同制作相手の募集を行ったことが

海外メディアから注目され，担当部門とともに現

地で取材対応にあたった。

広報印刷物としては，年次活動報告『NHK

Annual Report 2008－09』を英語，中国語，

韓国・朝鮮語の 3 か国語で 1 万2,000部作成した。

また，このビデオ版にあたる，『NHK2008』も，

同様の 3か国語で制作，海外からの来訪者や国際

イベント会場，それに海外総支局に配布して，N

HKに対する海外での理解促進を図った。

海外からの問い合わせ・取材はアメリカ，ヨー

ロッパ，アジアを中心に世界各国から寄せられ，

内容も多岐にわたっている。国際放送や国際共同

制作，番組販売・購入などNHKの国際展開，地

球環境に対する世界的な関心の高まりを受けた自

然・環境番組や放送局としてのNHKの環境問題

への取り組み，デジタル化やハイビジョンなど技

術分野の成果についてのものが多い。海外からの

番組・素材提供の依頼，番組購入に関する問い合

わせも増えている。

このほか，海外プレスの来局も多く，災害報道

のノウハウ，経営改革や今後の進路などに関する

質問のほか，スタジオパークの視察など広範な分

野にわたって，NHKの活動に関する取材の対応

や理解促進のための説明にあたった。

国際広報はこうした海外からの問い合わせの第

一次窓口となり，関連部門と連携を取りながら，

公共放送NHKの役割と活動意義の理解促進に努

めた。

3 ．技術・デジタル放送の広報

08年10月に公表した「平成21～23年度の経営計

画」の中で経営方針の 1つとして「円滑な完全デ

ジタル化に向けて重点的に取り組みます」を掲げ，

11年完全デジタル化に向けた取り組みを計画的に

かつ積極的に進めてきた。

日本のデジタル放送は，2000年12月にBSデジ

タル放送，03年12月に東京，大阪，名古屋で地上

デジタル放送が始まり，06年末には全都道府県で

放送が開始された。地上デジタル放送は全国で約

2,200局所の中継局をデジタル化しなければなら

ない。デジタル化作業を計画的に進めることで，

09年 3 月末で785局所のデジタル中継局を開局し

た。視聴できる世帯数も全世帯の約97%まで拡大

した。毎月定例の会長会見時に，デジタル放送の

普及状況の速報値を発表し，デジタル放送普及の

牽
けん

引役を務めてきた。09年 3 月末現在でBSデジ

タル放送受信機の普及数は5,000万を突破し，地

上デジタル受信機（09年 2 月末までの地上デジタ

ルチューナー内蔵PCを含む）の普及数は約4,950

万に到達し，急速に普及している。デジタル受信

機の単月普及数は08年12月期が過去最高を記録

し，地上デジタル放送受信機が約226万台，BSデ

ジタル放送受信機が約216万台の普及を示した。

06年 4 月に開始した携帯端末向け地上デジタル

放送「ワンセグサービス」は，08年 1 月末で，視

聴できる端末が携帯電話だけで5,000万台を突破

している。NHKがどのような取り組みを進めて

いるのか，視聴者の疑問に答えるとともに，新し

い技術に対する理解を深めるため，広報活動を積

極的に実施した。

放送通信融合サービスの一環として，08年12月

に放送済みの番組をブロードバンド回線等を通じ

て有料でPCや通信機能付きテレビ，ケーブルテ

レビなどで利用できる「NHKオンデマンド」を

開始した。「見逃し番組」サービスと「特選ライ

ブラリー」サービスの 2つがあり，このサービス

に関する広報活動を積極的に行った。

08年 4 月，米国ラスベガスで開催された「NA

B2008」で，07年に引き続きスーパーハイビジョ

ンを展示した。期間中およそ2,700人がスーパー

ハイビジョンのブースを訪れた。海外も含め積極

的な広報活動を行い，スーパーハイビジョンの有

効性と将来性を示した。

日本の月周回衛星「かぐや（SELENE）」に搭

載されたNHKとJAXA（宇宙航空研究開発機構）

との共同開発によるハイビジョンMoonカメラか

ら撮影された美しい映像が届けられた。08年 4 月

11日には「満地球の出撮影に成功」，09年 2 月18

日には「半影月食時の地球の撮影の成功」など，

世界で初めてという歴史的な映像を積極的に報道

発表した。

08年 5 月，NHKが発明・開発した「話速変換

装置」が全国発明表彰朝日新聞発明賞を受賞し，
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高齢化社会において公共放送が人に優しい放送技

術に先導的に取り組んできたことを広報した。

08年 9 月，オランダ・アムステルダムで開催さ

れた「IBC2008」で，世界初のスーパーハイビジ

ョン信号の国際伝送実験を実施した。イギリスか

ら光ファイバーを介した生中継，イタリアから衛

星を介した伝送を欧州の公共放送BBC（英），R

AI（伊）や欧州放送連合（EBU）などと共同で

実施し，その画期的な成果によりIBC特別賞を受

賞したことを積極的に広報した。

08年11月，空調用の水流で発電するマイクロ水

力発電システムや中継車用低公害発電機の開発を

紹介し，環境経営にも積極的に取り組んでいるこ

とを広報した。

このほか，デジタル放送のメリットとNHKの

放送技術全般を解説した『NHKの放送技術』を

編纂
さん

した。放送技術・デジタル関連の研究・開発

成果については，広報局のホームページに掲載し

た。08年 5 月には，これらの成果を英文で紹介す

るホームページの全面的な刷新を行った。

今後も積極的に広報し，情報通信分野の研究機

関との国際連携強化に向け取り組んでいく。

主な報道発表（抜粋）
・NHKが開発した超高感度ハイビジョンカメラ

の医療応用により文部科学大臣表彰を受賞（08.4.

11）

・地上デジタル放送受信のための共同受信施設用

増幅器を開発～アナログ・デジタルのサイマル伝

送をローコストで実現～（08.4.11）

・デジタルテレビ極微小電力局用小型・低価格の

屋外型中継局送信機を開発（08.4.11）

・月周回衛星「かぐや（SELENE）」のハイビジ

ョンカメラによる「満地球の出」撮影の成功につ

いて（08.4.11）

・時間の長さを変えずに，ゆっくり聞こえる「話

速変換装置」全国発明表彰“朝日新聞発明賞”と

“発明実施功績賞”を受賞（08.5.2）

・インタラクティブ触覚ディスプレイを開発～視

覚に障害のある人へのあらたな情報提示の可能性

を拓く～（08.5.13）

・地上デジタル放送用ガードインターバル越えマ

ルチパス等化装置の開発～放送波中継用補償器へ

の応用～（08.5.13）

・スーパーハイビジョン3300万画素広ダイナミ

ックレンジ・プロジェクターを開発（08.5.13）

・世界初！　スーパーハイビジョン国際伝送実験

～BBC（英），RAI（伊）やEBUと共同でIBC2008

に公開～（08.5.21）

・災害に備えて　避難所の地図を印刷できるサー

ビスがはじまる（08.6.23）

・地上デジタル小規模中継局用の出力合成型アン

テナ共用器（隣接共用可能）を開発～中継装置の

省スペース化，低廉化に寄与～（08.6.27）

・地デジ　中継局を低コストで実現！！～大幅に

処理時間を短縮した“マルチパス等化装置”を開

発～（08.9.8）

・世界初！超高速インターネット衛星「きずな」

によるハイビジョン高速伝送実験に成功～北京オ

リンピックでのNHK，JAXAとの共同研究～

(08.9.10）

・NHK，英BBCなどとスーパーハイビジョンでI

BC特別賞！！～欧州 3 国に跨り世界初の国際伝

送実験に成功～（08.9.12）

・NHKエコ開発（その 1 ）空調用の水流で発電

！！（08.11.6）

・NHKエコ開発（その 2 ）中継車用低公害発電

機の開発（08.11.6）

・非圧縮ハイビジョン信号を 6チャンネルまとめ

て安定に中継！～高速誤り訂正符号化方式を導入

した120GHz帯無線伝送に成功～（08.11.25）

・地デジ　離島でも拡大中！～UHF帯TTLを利

用して離島の中継局を整備～（08.11.27）

・東京フィルハーモニー交響楽団第43回オペラシ

ティ定期演奏会 別会場で，“あたかも”バーチャ

ル体験～演奏会場の音場を忠実に再現する技術を

開発～（08.12.25）

・駅伝の応援ツールに，ワンセグデータ放送！

(09.1.7）

・低遅延ハイビジョン ワイヤレスカメラを開発

～ホールからの音楽中継やスポーツ中継に威力を

発揮！～（09.1.30）

・第38回 番組技術展～放送現場のアイデアから

生まれる技術を紹介～（09.2.2）

・月周回衛星「かぐや（SELENE）」のハイビジ

ョンカメラ（HDTV）による半影月食時の地球

の撮影の成功について（09.2.18）

・Jリーグ　2009シリーズ開幕！ワンセグデータ

放送の速報がスタート！デジタルテレビ版もリニ

ューアル！（09.3.6）

また，08年度は，記者クラブや雑誌などのマス

コミを対象に，NHKの施設などの見学会を設け，

NHKへの理解促進と信頼回復に努めた。

・「NHKオンデマンド」コンテンツ制作ルーム

見学会（08.12.16）

・NHKホール見学会（08.12.24）
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・地上デジタル中継局・NHK共聴見学会（09.1.

19）

各紙に好意的な記事が掲載された。

Ⅱ．番組広報

記者会見

NHKの番組について 8 月を除く毎月 1 回，記

者クラブ加盟社を対象に放送総局長の定例記者会

見を行った。副総局長も同席し，番組情報・見ど

ころなどを中心に紹介。特に重要な番組について

はVTRでの案内や番組出演者を招いてPRした。

同様の説明会を広報部長がテレビ雑誌などのメデ

ィアに対しても同日に行った。

番組改編時や夏の特集・年末年始特集について

は冊子を発行するとともに，総局長会見で記者ク

ラブに対して内容を説明した。テレビ情報誌や一

般の週刊誌，記者クラブ非加盟社に対しては，別

途会見して番組内容について説明した。

総局長会見以外にも取材会，試写会に精力的に

取り組み，「大河ドラマ」や『連続テレビ小説』

をはじめとするドラマ番組や芸能番組，また『N

HKスペシャル』や大型番組『日本の，これか

ら』などについても，そのつどマスコミ各社に文

書で周知し，出演者やプロデューサーが同席して

会見を開いた。教育番組のレギュラー出演者の発

表や，ニュース番組のキャスターなどについても

本人同席の会見を行っている。

『紅白歌合戦』では，「司会者」「出場者」「曲

目」「曲順」「審査員」など，決定の節目ごとに記

者会見や発表を行った。

「教育テレビ50周年」「BS20周年」「FM40周

年」など節目を迎えた各波の広報活動を番組の枠

を越えて行った。また08年度から若い世代をター

ゲットに始まった『ドラマ 8』や総合テレビの深

夜の時間帯に編成された「EYESゾーン」を集中

的にPRするなど，計153件の取材会・試写会を行

った。

主な放送総局長会見の内容
【 4月】

○　『NHKスペシャル』「沸騰都市」「北極大変

動」について

○　国際放送の新年度改定と新番組について

○　「SAVE THE FUTURE」について

【 5月】

○　環境を考える『NHKスペシャル』について

○　モバイル向けコンテンツの新展開について

○　里親制度を考える特集番組について

【 6月】

○　「夏の特集」について

○ 7月のサミット関連特番について

○　北京オリンピック放送スケジュールについて

【 7月】

○　深夜の「EYES」枠での特集編成について

○　北京オリンピック関連特番

○　宮崎駿さんの特番について

○　川口アーカイブスでの夏のイベントについて　

【 9月】

○　08年度後期の番組改定について

○　NHKオンデマンドの番組発表

○　「ABUロボコン　インド・プネ大会」につ

いて

○　HV 10月の“美と芸術”特集

【10月】

○　教育テレビ50周年について　

○　総合テレビ　三夜シリーズ『秋・つながる心』

○　アメリカ大統領選関連番組について

○　吉田直哉さんの追悼番組について

○　教育フェアについて

【11月】

○　年末年始特集番組

○　12月開始のNHKオンデマンドについて

○　『紅白歌合戦』関連番組について

○　『NHKスペシャル』『日本の，これから』連

動企画　裁判員制度について

○　『ETVワイド　ともに生きる～こんな福祉

番組が見たいねん』について

【12月】

○　新番組『出社が楽しい経済学』について

○　25周年を迎える『小さな旅』について

○　『紅白歌合戦』 審査員決定

○　裁判員制度導入に伴うニュースの表現など

【 1月】

○　新年度番組改定

○　『街道てくてく旅』 新シリーズについて

○　『おーい！ニッポン』「東京」について

○　NHK携帯ニューススタート

○　FM放送開始40周年特番について

【 2月】

○　ワンセグ独自放送について

○　「プロジェクトJAPAN」について

○　BS20周年特集番組について

【 3月】

○　『NHKスペシャル』シリーズ「マネー資本

主義」について
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○　『知る楽～仕事学のすすめ』について

○　音楽コンクール課題曲にいきものがかり登場

○　NHKオンデマンド　新たなラインナップ

Ⅲ．広報制作

視聴者にテレビ・ラジオの番組の放送予定を伝

える番組広報番組，公共放送の取り組みを伝える

経営広報番組を，制作・放送した。

また，ポスターなど印刷物やインターネット，

大画面，雑誌など各種広告媒体を活用した広報活

動を行った。

1 ．広報番組

（1）番組広報
「番組スポット」（地上波・週およそ 2 時間43

分，衛星波・週およそ 5時間15分）を中心に，地

上・衛星波で，毎日，番組PRを放送している。

『土曜スタジオパーク～あなたの声に答えま

す』（生放送）は，視聴者の要望に応えながら，

毎回，一つの番組を取り上げ，豪華なゲストとと

もに見どころや舞台裏など，魅力をたっぷり伝え

ている。さらに，直近のNHKの動きを伝えたり，

番組・イベントなどの話題を掘り下げたりするコ

ーナーなどを設け，NHKの最新情報を発信した。

さらに，番組制作情報，経営情報や，番組の舞

台裏などを紹介する『プレマップ』も随時放送し

た。

（2）経営広報
毎週日曜放送の番組『三つのたまご』では，N

HKの活動や経営課題を伝えるほか，視聴者の意

見や質問に答えたり，コールセンターに寄せられ

る視聴者の声を紹介したりすることにより，これ

からのNHKを考えた。

また，公共放送の使命として，地球環境キャン

ペーンをアピールし，「明日のエコではまにあわ

ない」というコピーを制作。関連番組やスポット

を制作した。若者対策としては，15組のアニメク

リエーターによる30秒のアニメシリーズ『アニ☆

クリ15』を 1年にわたって放送し，大きな話題を

呼んだ。

（3）その他の番組
『明日のエコではまにあわない～地球だい好き

環境キャンペーン』『地球エコ2008～明日のエコ

ではまにあわない』を放送し，気候変動など環境

問題に対する公共放送・NHKの取り組みを克明

に伝えた。

スペシャルドラマ『坂の上の雲』を紹介する特

集を，このドラマに出演している菅野美穂さんの

トークとドラマ映像やメイキング映像を交えて制

作した。

そのほか，イベント関連の『はじまるよ！渋谷

DEどーも’08』『おいでよ！渋谷DEどーも’08』

{グランプリ決定！第 6 回NHKミニミニ映像大

賞』を制作，放送した。
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表1 広報番組一覧（2008年度）
番組名 波 曜日 放送時間

三 つ の た ま ご G 日 11:30～11:50

土 曜 ス タ ジ オ パ ー ク
～あなたの声に答えます～ G 土 14:00～15:00

見 ど こ ろ N H K G 金 22:50～23:00

デ ジ タ ル Q G 日 06:50～06:53

ビ タ ミ ン E T V E 金
11:55～12:00
19:45～19:50
22:25～22:30

プ レ マ ッ プ G 月～日 00:55～01:00 ほか

テ レ マ ッ プ G 随時
（年間5シリーズ）（ 2 分）

スポット（地上波番組） G・E 随時 （30秒・ 1分）

地 方 放 送 番 組 審 議 会 G 日
（月 1回）11:52～11:54

国 際 放 送 番 組 審 議 会 G 日
（月 1回）06:51～06:53

あ な た の ア ン コ ー ル
（サタデー・サンデー） BS2 土

日
13:30～（16:00）
10:00～11:54

番組名 波 曜日 放送時間

B S テ ィーンズ倶楽部 BS2
ほか 日 08:50～09:00ほか

B S ス タ イ ル 衛星・
地上 土 BS1 11:40～11:50

上記他TV各波随時放送

B S プ レ マ ッ プ 衛星・
地上 随時 （ 3～ 5分）

B S 大 好 き BS2
HV

月～日
月～金　日

30秒・ 5分　ほか

B S H V ス ポ ッ ト 衛星・
地上 随時

ど ー も く ん
（NHKメインキャラクター）

地上・
衛星 随時

30秒　ほか

18:55～18:59:55
18:55～19:00
15秒・30秒・1分

な な み ち ゃ ん
（ B S キ ャ ラ ク タ ー ）

衛星・
地上 随時

B S ・ H V 普 及 推 進 衛星・
地上 随時 30秒・ 1分ほか

政 見 経 歴 放 送 G・R1 随時

F M 番 組 ト ピ ッ ク ス FM 月～金
土・日

09:15～09:20
10:57～11:00
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2 ．広報印刷物などによる取り組み

（1）経営広報関連
①『ことしの仕事2008』を作成，08年度放送番組

の編成のほか，NHKオンデマンドサービスなど

新たな事業も含め紹介，視聴者会議やふれあいミ

ーティングなど視聴者との対話活動などに活用さ

れた。また，英・中・ハングルの 3か国版も作成

し海外からの視察団，国際会議などで配付した。

②小学校 5 年生の社会科単元「生活と情報」（放

送局の働き）の副読本として，冊子『NHKジュ

ニアブック』，VTR「ニュース番組ができるま

で」を作成，放送の仕組みと公共放送の役割を解

説。全国の希望する小学校に配付した（VTRは

貸出）。

また，字幕付きDVDも制作して全国のろう学

校に配付し障害者向けの理解促進にも努めた。さ

らに，NHKオンライン（子ども向けサイト：デ

ジタルミュージアム）に掲出したことで広く一般

の方に見てもらえるようにした。

（2）番組広報関連
①大河ドラマ『篤姫』『天地人』，『連続テレビ小

説』「瞳」「だんだん」についてポスター，リーフ

レット，メイキングビデオ，ポストカード，無償

楽譜を作成し，視聴者活動や営業活動に役立てて

いる。

②若者世代の接触率向上を図るため，07年度に開

発した10代向けの若者向けの番組情報誌『ワンダ

ー』に続き，08年度は新たに20～30代向けの『ウ

ォッチ』を作成，若者向け公開番組やイベント会

場，ふれあいミーティング，職場体験，営業活動

などで配付，視聴者層拡大につなげる施策として

強化を図った。

（3）少数者向けサービス
09年度番組改定の「放送番組時刻表」の制作に

合わせ，視覚障害者向けに「点字番組時刻表」

[音声版CD時刻表」を作成し，全国の盲学校，

点字図書館などの社会福祉施設に配付した。また，

音声版番組時刻表をNHKオンラインからダウン

ロードできるサービスも実施。そのほか，NTT

オペレーターによる放送時刻案内サービス

(NTTハローダイヤル）を運用，少数者向けサ

ービスとして取り組んだ。

（4）デジタル放送の普及
月刊発行の『NHKBSガイド』は，番組PRツー

ルとして全国の電器店，ケーブル事業者，イベン

ト会場や地域スタッフ等によって配付。BSデジ

タル放送の視聴促進につなげた。また，デジタル

放送の視聴促進を図るため，『北京オリンピック

観戦ガイド』（キャッチ：オリンピックはNH

K2008北京）や『MLB観戦ガイド』（キャッチ：

MLBはNHK－BS）を発行。また，冬のボーナス

時期に合わせBSキャンペーンを展開，（キャッ

チ：BSデジタルなら楽しさもっと広がる，決め

手はデジタル！）を展開，電器店にのぼりを配付

するなどキャンペーン色を高め，デジタル放送の

普及促進に向けた取り組みを行った。

3 ．インターネットによる広報

「大河ドラマ」『連続テレビ小説』の公式HPの

運用と合わせ，ヤフーなどの外部ポータルサイト

との相互協力（番組情報，予告動画の提供により

外部ポータル業者が作成する特集ページ）により，

公式HPへの流入経路を広げ，ネットユーザーの

利用を拡大した。そのほか，ネット広報として，

予告動画を配信する「インターネットテレマッ

プ」（年間2,105本）や制作発表記者会見，取材会

の映像を配信する「コレ見て！ムービー」（年間

101本）をNHKオンラインで，一部はNHKケー

タイで紹介。そのほか「今週の主な番組HP」「春

の新番組HP」「夏の新番組HP」「年末年始番組

HP」を制作，ネット利用者への広報展開の充実

を図った。

表2 特集番組一覧（2008年度）
初回放送日

5月 3日 G 渋谷DEどーも　2008

6 月 8 日 G ミニミニ映像大賞　環境スペシャル

6月28日 S2 あなたのアンコール　サタデー・ス
ペシャル

6月29日

7 月24日

10月14日

12月 1 日

12月 1 日

12月 7 日

12月25日

12月31日

12月29日

1 月 2 日

2月15日

3 月27日

S2

G

G

G

G

G

G・S2・R

G

S2

G

G

G

あなたのアンコール　サンデー・ス
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テレビよ！地デジでどう変わるの？

NHK歳末・海外たすけあい　会長
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発表

NHK歳末・海外たすけあいを終わ
って

スタジオパーク・大みそかスペシャ
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ル

菅野美穂と見つめる　スペシャルド
ラマ　坂の上の雲

ミニミニ映像大賞2008傑作選

特集　見どころNHK

メディア タ　　イ　　ト　　ル
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4 ．広　告

（1）交通広告
①『連続テレビ小説～つばさ』の番宣にあたり，

鉄道会社との相互協力による広報展開を実施。西

武鉄道・東武鉄道・秩父鉄道との相互協力によ

り，ヒロイン多部未華子さんを車体広告にした各

社のラッピング列車の運行，中刷り広告，相互協

力ポスターの駅貼り広告を実施。また，東武鉄道

は併せて新社会人・新入生に向けたフレッシャー

ズキャンペーン「がんばれ。ルーキー！」の相互

協力による車体広告も展開した。

②09年度新番組のPRについて首都圏および拠点

局所在地の58の主要駅で50種類のポスター1,777

枚を掲出，周知広報活動を強化した。また，街頭

大画面を活用した広告展開として，新宿のアルタ

ビジョンを含む首都圏，拠点局所在地の主要な20

の街頭大画面で12の新番組のスポットを放映し周

知を図った。

（2）雑誌広告
東京ニュース通信社発行の若者向け月刊TV情

報誌『デジタルTVガイド』の番組表枠に「EYE

S」ゾーンの各番組を中心に広告を掲出，若者に

対する番組視聴の訴求を図った。

営　業

営業の組織

（1）営業拠点
受信契約の徹底と受信料の確実な収納を図るた

め，各地域放送局内の営業部のほかに，大都市圏

地域には19の営業センターを置いている。全国合

わせて76の営業部と営業センターを営業活動の拠

点としている。

各営業拠点では，地域別や業務内容別（地域ス

タッフ対応，育成，運用など）に業務実施グルー

プを編成し，営業活動を実施している。

（2）営業活動単位
①営業職員
地域スタッフの指導や支援活動，ケーブルテレ

ビ・事業所などとの渉外業務や，視聴者の動向把

握，地域状況の分析を行う。

また，受信料の契約・収納業務を行う。

②地域スタッフ
委託を受け，受信料の契約・収納業務を行う。

③法人委託
委託を受け，受信料の契約・収納業務を行う。

電器店や不動産会社等，契約業務のみを行う場合

もある。

Ⅰ．受信契約

1 ．受信契約者の維持・増加活動

少子化による世帯数増の鈍化や，単身世帯・共

働き世帯等の面接困難世帯の増加など，営業活動

を取り巻く環境はますます厳しさを増している。

こうした中で，受信料の公平負担の徹底を目指

して，携帯端末に登録した情報に基づいた活動や，

面接好適時間帯での活動など，地域スタッフの活

動力の向上を図り，契約・収納活動を展開した。

また，衛星放送の普及促進に不可欠なケーブル

事業者および関連業界との連携を強化した。

さらに，CASメッセージ機能などを活用した

契約活動に取り組んでいる。

そのほか，「受信料の窓口」（インターネット営

業センター）や｢NHKフリーダイヤル｣による受

信契約の受付，口座振替事前通知を活用したダイ

レクトメールによる衛星契約勧奨，BSデジタル

機器に同梱される「ファーストステップガイド」

への衛星契約書の封入を行った。

また，オートロックマンション対策として，不

動産業者との業務委託を進め，新規契約の開発や

住所変更の早期取り次ぎに努めている。

04年 7 月の職員の不祥事以降，受信料の支払拒

否・保留者が大幅に増えたが，05年度の第 5期か

らは減少に転じた。08年度の契約総数（有料）は，

年間で21.9万件の増加となり，年度末における契

約総数は3,820万件（有料・無料計）となった。

2 ．事業所などの受信契約

家庭に設置されたテレビなど受信機の受信契約

は，受信機の台数にかかわらず 1世帯 1契約とし

ているが，会社・官公庁・ホテル・旅館・病院な

どいわゆる事業所の場合は，テレビの設置場所ご

とに受信契約が必要となっている（放送受信規約

第 2条）。

08年度は，同一敷地内全数契約を条件とした事

業所割引の導入による効果や，業界団体への契約

率向上に向けた包括的な取り組みを強化するな

ど，公平負担の徹底に向けたきめ細かい活動を全

国的に展開した。

その結果，約20万件に上る新たな受信契約を締

結し（前年度比約5.4万件増），事務所移転や閉鎖

などに伴う契約減少数を差し引いて，年間で6.8
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万件の受信契約件数の増加（前年度比約2.7万件

増）となり，事業所契約総件数は220万件を超え

た。

3 ．次世代営業システム（EGGS）

受信料の請求，収納処理については，「EGGS

(次世代営業システム）」により運用を行ってい

る。

09年10月以降の受信料体系変更（訪問集金廃止，

事業所割引の導入，障害者免除の拡大，家族割引

の拡大）を営業システム面からフォローするため，

各変更項目に関するシステムを改修し，円滑なシ

ステム運用と改革の効果を高めるための周辺整備

を実施した。

インターネット会員サービス「NHK+IDサー

ビス」においては，QRコードによる携帯電話か

らのクレジット支払いやインターネット口座振替

受付のサービスを開始し，受信料支払い方法の拡

大と利便性の向上を図った。

さらに，10年10月からの運用開始を目指して，

新コールセンター構築に向けた検討を進めた。

Ⅱ．受信料の収納

1 ．口座振替などの促進

受信料の収納は，口座振替・継続振込・クレジ

ットカード継続払，訪問集金（08年10月より廃

止）によって行っている。

近年，単身世帯や共働き世帯の増加，オートロ

ックマンションの普及などによる面接困難世帯の

割合が高くなり，営業活動の困難度も増している。

こうした中で，収納の安定化や効率的業務推進

のため，これまで口座振替の拡大を進めてきたが，

06年 6 月からは「クレジットカード継続払」での

支払いを開始し，08年度末の利用件数は176万件

となった。

振込用紙発送時や新規の受信契約を取り次ぐ際

に，口座振替，クレジットカード継続払の利用勧

奨を積極的に行っているほか，ダイレクトメール

による勧奨も実施している。

08年度末の口座振替・クレジットカード継続払

による受信料支払い件数は2,851万件で，これら

の利用割合は77.8％となった。

2 ．受信料の収納体制

①口座振替は都市銀行，地方銀行，信用金庫，信

用組合，労働金庫，農協，漁協，ゆうちょ銀行が

利用可能となつている。

②クレジットカード継続払は08年度末時点で19ブ

ランドのカードが利用可能となっている。

③継続振込の取り扱い窓口は，都市銀行，地方銀

行，第二地方銀行，信用金庫，農協，コンビニエ

ンス・ストア，郵便局である。

このほか，ケーブルテレビ事業者による受信料

[団体一括支払」制度により，収納の効率的な推

進に努めた。

3 ．メッセージによる受信確認の実施

BSデジタル放送の受信確認を効果的に行い，

受信料の公平負担を徹底するため，BSデジタル

放送のテレビ画面に，BS受信機の設置について

NHKへ連絡をお願いするメッセージを表示して

いる。

（1）受信確認の流れ
BSデジタル放送の視聴開始30日後から，NHK

のBSデジタル放送にチャンネルを合わせるたび

に，テレビ画面の左下隅にメッセージが表示され

る。

NHKではBS設置のご連絡をお願いしてい

ます。詳しくは，リモコンの青ボタンを長く

押して案内をご覧ください。BShiで案内が

表示されない場合はBS1でお願いします。既

に衛星契約をいただいている方にも大変お手

数をおかけしますが，ご連絡をお願いいたし

ます。

電話　0120－933933（無料）

画面に表示された番号に電話をして，名前や住

所などを連絡すると，メッセージはすぐ消える。

NHKでは，連絡いただいた情報をもとに，衛星

契約の状況を確認し，衛星契約がお済みでない方

には，後ほど契約のお願いを行っている。

また，BSデジタル受信機に梱包されているB-

CAS（ビーキャス）カードのユーザー登録はが

きを，受信機購入後速やかに投函してもらえば，

あらかじめメッセージが表示されないようにする

こともできる。

（2）B－CASカード
BSデジタル受信機には，ICチップのついたB-

CASカードが必ず添付されている。

著作権を保護するコピー制御の仕組みのため，

デジタル放送を視聴するためには，このカードを

受信機の所定の場所に差し込む必要がある。この

カードの機能により，メッセージの表示のほかに，

WOWOWなどのスクランブル放送や，高度な双

方向サービスといったBSデジタル放送の魅力的
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なサービスを，十分に楽しむことができるように

なっている。

（3）インターネット等を活用した視聴者納得性
の向上と自主的な届け出の促進

契約者とその家族のNHKサービスに対する納

得性と利便性の向上，および視聴者との回路作り

に資する新たな視聴者サービスの開発を目的とし

て，07年 4 月からNHK＋ID（プラスアイディ）

サービスの開発に着手した。08年 3 月，パソコン

と携帯電話でサービスを開始し，順次，サービス

を拡充している。

Ⅲ．視聴者との回路作り

1 ．視聴者との結び付き強化

（1）視聴対応の質的向上
公開番組やイベント実施時など，視聴者のみな

さまと直接ふれあう場において公共放送・受信料

制度への理解促進を図るとともに，より的確な視

聴者対応を行うことができるよう，リーフレット

等の充実に努めた。

①公共放送・受信料制度の理解促進
公共放送・受信料制度に対する理解を深めるた

め，インターネットホームページを活用した。ま

た，公開番組の収録時において，開演前のあいさ

つや大画面での理解促進ビデオ上映を行った。

②地域スタッフへの情報提供や研修
視聴者の趣味や関心を訪問先での対話を通して

把握し，ニーズに応じた番組の案内ができるよう

に，地域スタッフに毎週の番組情報を定期的に提

供した。また，視聴者との対応能力を向上させる

ためのノウハウや，視聴者の立場に立った営業活

動のあり方，番組情報などを内容とする研修ビデ

オを制作した。

（2）放送番組などの活用
全国各地の放送局において，放送番組やイベン

トを通じて視聴者と積極的な交流を図り，デジタ

ル放送の普及，公共放送の理解促進に努めた。

①公開番組・イベントの活用
各地の視聴者との交流を図るため，「NHKター

ゲット76」（76とは全国の営業部・センターの

数）を展開した。公開番組や各種イベントと連動

した営業活動を実施するとともに，『BSおかあさ

んといっしょ』や「ぐ～チョコランタン小劇場」

などにより，ファミリー層への理解促進にも努め

ている。また，テレビ番組『おーい，ニッポン』

や『街道てくてく旅』，ラジオ番組『ここはふる

さと旅するラジオ』などを通じ，地域放送局が主

体となって幅広い理解促進活動を実施した。

②BS・地上デジタル放送の普及促進
各地域の地上デジタル放送開始に合わせた地域

情報番組での周知などを通じて，BS・地上デジ

タル放送の一体的な普及促進を図った。

2 ．視聴者の意向吸収と業務への反映

（1）視聴者の意向吸収
地域スタッフなどによる日常の営業活動の中

で，視聴者意向の吸収に努めた。

8月には，09年の番組改定に向けた視聴者の意

向を集約するために，全国の地域スタッフ等にア

ンケートを行った。

（2）視聴者意向の業務への反映
番組に対する視聴者の反響や意見，翌年の番組

改定に向けた意向吸収結果については，番組制作

や編成業務の参考資料として活用している。

3 ．視聴者の信頼確保

一連の不祥事等を理由として受信料の支払拒

否・保留を表明した契約者に対しては，協会の改

革・再生に向けた取り組み等を説明し，“損なわ

れた信頼”と“受信料支払拒否”の回復に向け，

全職員一丸となって取り組んだ。不祥事を理由と

した支払拒否・保留数は08年度末で48.9万件とな

り，最も多い時期と比べ79.1万件減少した。

4 ．視聴者コールセンター（受信料関係）

東京・大阪・福岡・仙台の 4つのコールセンタ

ーで，視聴者からの電話による「放送受信契約の

申し出」，「受信料関係の問い合わせ」に対する受

付業務を実施した。毎年多くの転居連絡を受ける

4 月の引越しシーズンには手厚い対応体制を整え

るなど，年間の業務量を勘案し，視聴者の「声」

に対して迅速・正確・親切な対応を行うよう努め

た。一方で，口座振替のご利用や継続振込等入金

依頼状の督促電話など，受信契約者に電話をかけ

るアウトバウンド業務も積極的に展開した。

また，東京コールセンターでは，インターネッ

トによる受信契約や住所変更，受信料の支払方法

変更などの申し出に対応する「インターネット営

業センター」業務，BSデジタル放送の「メッセ

ージ消去」に関するカスタマーセンター業務を行

った。


